



















































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一話「初仕事の思い出」

─Memories Lost─










　都会の片隅に、その小さな小さな芸能事務所はあった。

　私鉄の駅前にある、間違いなく昭和に建てられたであろう細い雑居ビル。いかがわしい店が看板を並べる中、その三階を借りていた。

　狭いエレベーターホールの前には、

『有あり栖す川がわ芸能事務所』

　そう書かれた小さなプレートがぶら下がっていて、そのドアの先に、応接室と事務室を一緒くたにしたような部屋がある。

　隣には磨すりガラス窓で仕切られた部屋があって、『社長室』のプレートがあった。

　その社長室の中で──、




「喜べ、レイ！　初仕事が決まったよ！　それも今すぐ！　頑がん張ばってこい！」

　半分開いているブラインドを背に、真っ赤なスーツスカート姿で、朝の光を浴びて腰掛けている女性が吠ほえた。

　この芸能事務所の、四十代と公表しているが、それよりグッと若く見える女社長で、

「はい！　社長！　ユキノ・レイ！　初仕事！　張り切って行ってきます！」

　敬礼こそしなかったが、机の前で、そして直立不動で溌はつ剌らつと答えたのは、十五歳の女子高生。

　身長は百五十センチほど。白いワンピースの、右胸の位置に大きな青いリボンが目立つ制服を着て、腰まである長い黒髪をカチューシャで留めている。

　社長は、

「よし行け！　すぐ行け！　詳しくは道中に、そこの童顔マネージャーに聞け！　頑張れ！」

「はいっ！」

　レイは目を輝かせて答えると、斜め後ろに立っていた、紺色スーツ姿の小柄な男へと振り返った。

「よろしくお願いします！　因幡いなばさん！」

　因幡と呼ばれたマネージャーの男は、背丈は百五十五センチほどと小柄。染めたのか生まれつきなのか分からないが、鮮やかに白い短髪と、クリッとした大きな両目を持つ。まるで外国人の純じゅん朴ぼくな少年のように、レイより年下に見えた。

　因幡はレイを一いち瞥べつしてから、社長へと体と視線を向けた。

「本当にいいんですか？」

　見かけどおりの若い声で、怪け訝げんそうに問いかける。

「コイツには……、まだ早いのでは？」

　女社長は、フッと微笑ほほえむと、

「今日行かなければ、いつ行くんだ？」

「まあ……、そうですけど……」

「では、そういうことだ」

「では……、行ってきます」

　渋しぶ々しぶと受じゅ諾だくした因幡が、振り返りながらレイへと顎あごをしゃくった。

「付いてこい。衣装を忘れるなよ」

「はい！」

　因幡の後に続く彼女に、

「レイ」

　女社長が声をかけた。

「はい！」

　足を止めてしっかりと振り向いたレイに、女社長は、優しげに睨にらんで言葉を送る。

「初仕事だ。やたら緊張するかもしれないが、思い切りやってきな。失敗を恐れるな。失敗しても、そんなことは明日になれば誰も覚えていないだろう──、それくらいの心持ちでいい。私は、レイならできると信じてるよ」

　レイは、弾けそうな笑顔で答えた。

「はい！　頑張ってきます！」




　部屋に戻ったレイは、小さな革かわ鞄かばんと大きなボストンバッグを手に取った。

「急げ」

「はい！」

　そして手ぶらの因幡に急かされて、事務所のドアを出てすぐのところにある、おんぼろで小さなエレベーターに乗った。

　明日にも壊れそうなエレベーターに揺られながら地下一階まで下りると、そこはコンクリートで囲まれた、そして電灯が半分死んでいる、狭く薄暗い駐車場だった。

　五台分のスペースしかない駐車場に、三台の車が停まっている。一台は黒い国産のワゴン車。一台は真っ赤な、高級外国製スポーツカー。一台は黄色い、小型の四輪駆動車。

　因幡は、ワゴン車の運転席に乗り込んだ。レイが助手席に乗ろうとして、

「いや、後ろ」

「あっ、はい！」

　レイがシートベルトを締めるのを確認してから、因幡がゆっくりと、車を発進させる。

　出口に繫つながる急なスロープを車は駆け上り、暗い穴を抜けて、やがてとても眩まばゆい光に包まれた。
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　レイの目が外の明るさに慣れると、車は駅前の大通りを走っていた。

　ただし、まったくと言っていいほど通行量がなく、まるで貸しきりのような状態で、

「ずいぶん空すいていますね」

　レイが素直な感想を言った。

　運転席の因幡はサングラスを着けていて、小さい体で大きな車を、違反ではないかと思えるほどの速度で走らせていく。

「オマエでも分かるか」

　因幡は、少しだけ感心した様子で言った。

「そりゃあ、これだけガラガラなら分かりますよー！」

　レイが笑顔で返すと、因幡は真顔で返す。

「そうか……」

「因幡さんが思うより、ずっと頭がいいんです！　たぶん！」

「たぶん、な。じゃあ、今日のオマエの仕事だが──」

　因幡は、トーンを落として事務的に話し始めた。

「はい！」

　レイは革鞄から手早くメモ帳を出して、耳を傾けた。

「とある小さな町のステージで、歌ってもらう。その町の音楽イベントを盛り上げるために」

「はい！　歌ですね！　ようやく人前で歌えるんですね！　承知いたしました！　これまでの特訓の成果をお見せします！」

「持ち歌なんてないオマエだ。今まで練習してきた、有名曲のカバーでいい」

「はい！　頑張ります！」

「急ぎの仕事なので、ステージでのリハーサルは一切なしだ。客のウケがよければ、曲数は増やしてもいい」

「頑張りますっ！」

「だが、逆もあることを忘れるな」

「うっ！　が、頑張りますっ！」

「客層は、その町の住人達だから、老ろう若にゃく男なん女にょいろいろだ。オマエのような、デビューもしていないような新人の歌を有り難がって聴きたがる人達ばかりではない。ある意味、完全にアウェイだ」

「はい！　覚かく悟ごしています！　私は女優と歌手になりたいんです！　どんな場所でも演技と歌ができないと、この先、やっていけませんから！」

「そうか。じゃあ、最後に一番重要なことだが──」

「はい！」

「遠い町だ。高速を使っても三時間はかかる。しっかりと寝ておけ。命令だ」

「分かりました！　寝ます！」

　レイはメモ帳をパタンと閉じると、目を瞑つむってコテンと寝てしまった。

　その顔をバックミラーで見てから、因幡は高速道路の入口へとハンドルを切った。







「起きろ、レイ。挨あい拶さつに行くぞ」

「ふがっ！」

「よだれをしっかり拭ふいておけ」

「ふわい！」

　レイが窓の外を見ると、車は、緑に囲まれた駐車場にとまっていた。

　平らで広い鼠ねずみ色いろの駐車場だった。周囲には、昼間の太陽の下で、緑の稲が波打つ水田が遠くまで広がっている。その向こうでは、屏びょう風ぶのように山がそびえていた。

　駐車場を従えるようにして、周囲の景色に似合わない大きな建物があった。町役場の看板をぶら下げていた。

　レイがハンカチで口元を拭いて、二つの鞄を持って、車から降りた。東とう京きょうとは明らかに違う、爽さわやかな緑の匂いがする空気に包まれた。

　数十メートルほど先、広い駐車場の中央には、シンプルな、金属パイプと板だけの仮設のステージが設けられている。

　その向こうには、数百ほどの人が集まって、駐車場にレジャーシートなどを敷いて直じかに座っているのが見えた。

　突然、太たい鼓こと笛の音が聞こえ始めた。それは祭まつり囃子ばやしで、単調な和太鼓のリズムが、そして笛の音が、広々とした空に広がっていく。

　因幡が先を歩きながら、振り向きもせずに、レイへと説明する。

「急きゅう遽きょ開かれることになった、この町の音楽イベントだ。地元の学校の吹すい奏そう楽がく部ぶや、祭りの太鼓隊なんかが出ているが、一人くらいはアイドルを、若い女の子の歌手を呼びたいということになった。しかし、有名アイドルから地下アイドルまで、あちこちで断ことわられた末に、ウチの事務所に話が来た」

「なるほど。なるほど」

　鞄を二つ持って、レイは因幡の後を追う。小柄なくせに足は早い因幡は、レイのことなどを気にせずに歩き、レイはほとんど走るようについていった。

「因幡さん！　たとえいろいろな人が断った末に回ってきたお仕事であっても、私は一いっ生しょう懸けん命めいに頑張りますよ！　記念すべき、初ステージなんですから！」

　レイは気合い十分に言うと、一度だけ因幡は振り向いて、

「そうか。ただ、それを先方には言うなよ。何も知らないことにしておけ」

「もちろん言いませんよ！」

　因幡が、そして後を追うレイが、ステージの裏に作られた大きめのテントへと近づいていく。

　そこにいたスーツ姿の男達が、立ち上がって二人を迎えた。事務的な挨拶が済んで、因幡がレイを紹介する。

「町役場の皆様──、こちら、当事務所の新人、〝ユキノ・レイ〟です。本日はよろしくお願いします」

　紹介されたレイは、直立不動から、深々と頭を下げた。

「ユキノ・レイです！　本日は、一生懸命歌わせていただきます！　よろしくお願いします！」

　男達の中で、中年──、を通りこして初老の域に達している男が、泣きそうな顔でレイへと近づいた。

　そしてがっしりとレイの手を摑つかむと、驚くレイに、まるで拝おがむように頭を下げた。

「ああ、ありがとう！　ありがとう！　来てくれてありがとう！　よろしく、よろしくお願いします！」

　レイはその迫力に気け圧おされながらも、

「はい！　本日はお呼びいただき、ありがとうございます！」

　同じように深々と頭を下げて、もう少しで男に頭突きを食らわせるところだった。







　眠くなるほど単調な祭り囃子が終わり、地元中学生達のあまり上手でない吹奏楽部の演奏が聞こえるテントの中で、レイと因幡は、町役場の職員達と打ち合わせをした。

　どんな歌を、どんな順番で歌うかを話し合い、とりあえず一番練習を重ねてきた三曲ほどを決めた。

　さらに、アンコールが起こった事も考えて、二曲多めに演目を決定した。因幡が持ってきた伴奏の音源を、音響担当のスタッフに渡した。

　それからレイは、用意されたとても狭いテントの中で、持ってきたステージ衣装に着替えた。自分でメイクをして、髪のセットもした。

　いつか来る日のために用意されていたレイのステージ衣装は、制服に似た白いワンピース。裾すそは、パニエでふわりと広がっている。

　右肩から右腕にかけてだけ、紺色のジャケットを切ったように覆おおわれていた。その右胸に光るのは、可愛かわいらしい模様の勲くん章しょう──のようなアクセサリー。

　足は黄色いタイツに、少しだけ高いハイヒール。

　頭には、まるで兎うさぎの耳のような飾りの付いたカチューシャ。

　準備を終えてテントを出て、入口脇で見張っていた因幡へと姿を見せて、レイはくるりと一回転する。

「頑張りました！　どうですか？　因幡さん！」

「ま、いいんじゃね？」

「因幡さんがそう言ってくれるということは……、かなりバッチリですね！」

「ま……、そういうことにしておくか」

「褒ほめ言葉として受け取りましたよ！　私は単純だから、チヤホヤされたり褒められたりすると、輝くのです！　もちろん天てん狗ぐになっちゃダメですけど！」

「そうかい。天狗になって、勝手なことをするなよ」

「しませんよ！」

　それからレイは、ステージ衣装を見た町役場の職員達に、

「いやあ、可愛い！　可愛いですっ！」

「ああ、実にアイドルですなあ！」

「可か憐れんですね！　素晴らしいです！」

「とうとう、我が町にもアイドルがっ！」

　これでもかと、チヤホヤされて褒められた。







「町民の皆様！　いよいよ、アイドルの登場です！　我が町にも、アイドルが来てくれました！」

　実は町長だった初老の男が、半べそをかきながらステージで挨拶をした。

　広い空に夕暮れが迫っている世界で、広い駐車場では、数百人の町民達が仮設のステージに眼めを向けていた。

　町民達は、老若男女──、実際は老老若男男女くらいの比率だった。

　集団の前方には、さっき太鼓を叩いていた半はっ被ぴ姿すがたの子供達や、決して上手ではない演奏を一生懸命こなした中学生達も混じっていた。

　観客達の顔には、どんな人が来るのか分からない期待と不安が、三割ぐらいずつ窺うかがえた。残りの四割は、〝別にどうでもいい〟とばかりに、どんなことにも興味なさげな、陰いん鬱うつな顔だった。

「来てくれたのは、デビューしたての、とってもフレッシュなアイドル！　ユキノ・レイさんです！　なんと、我が町のこのステージが、記念すべき初ステージとのこと！　皆さん、盛大な拍手でお迎えしましょう！」

　弱々しい拍手が起こって、小さなスピーカーから、無理に大きくしたボリュームで音楽が流れ始めた。

　数年前に国民的アイドルグループが歌った、誰もが知っているが誰もが聴き飽きた歌のイントロが音割れしながら流れ始めて、田んぼの上に広がる空と飛んでいく。

　ステージの袖そでからレイが現れて、小走りで駆けていって、ステージの中央で止まる際に滑って転ころんだ。

「ぶげっ！」

　マイクが床に叩たたき付つけられて凄すごい音が響いて、観客達が一瞬、激しく顔をしかめた。

「はっ！」

　飛び跳ねるように起き上がったレイが、

「皆さんっ！　ユキノ・レイですっ！　今日は、よろしくお願いしますっ！」

　早口で挨拶をすると──、

　誰もが知っているが誰もが聴き飽きたアイドルソングを歌い出した。







　用意した五曲全てを歌いきったのに、

「アンコール！　アンコール！　アンコール！」

　観客達の声は止むことがなかった。

　座っていた観客達は全員、立ち上がってステージギリギリまで押し寄せていた。若者に挟はさまれて倒れて脇に運ばれても、まだステージを見たいと戻ってきてへばり付いているお爺じいさんもいた。

「あの……、皆さん……、ありがとうございます！　ありがとうございます！」

　レイは喜びで声を震わせながらマイクを持っていたが、

「でも……、実はもう……、準備した歌が終わってしまったんです……。同じ歌では、さすがに……」

「じゃあ、僕達が伴奏をします！」

　そう言って、前の方にいた中学生達が声を上げた。先ほど演奏していた、吹奏楽部員達だった。

「じゃあ、太鼓を叩きます！」

　半被姿の子供達も立ち上がった。

　そしてレイは、

「それなら！　みんなでステージを作りましょう！　私、まだまだ歌います！」

　マイク越しに叫んで観客達の歓声を呼んで、

「勝手なことしやがって」

　因幡は、ステージの袖脇で、一人で肩をすくめた。

「あのう、因幡さん……」

　町長がオドオドと、少年に見えるマネージャーに話しかけた。

「時間……、大丈夫なのかね？　あの子だって……、今日中に、帰りたい場所が、きっとあることでしょうに……」

　因幡は軽く首を振って、見事な作り笑顔で答える。

「大丈夫です。仕事は、終わるまでが仕事です。アイツだって、もう立派なプロなんですから、そんなことは分かっていると思います」

「おお……」

　町長は、両目から涙をこぼした。ありがとう、と言いたかったようだが、声にならなかった。







　結局、日がとっぷりと暮れて、周囲が真っ暗になってしまうまで、レイは歌い続けた。

　あまり上手でない吹奏楽部だが、曲のレパートリーはたくさんあった。レイは初めて歌う歌も、歌詞カードを見ながら、見事に歌いきった。ポップスから演歌から、教えてもらったこの町の〝町歌〟まで歌って、大だい喝かっ采さいを浴びた。

　結局、

「皆様、そろそろ、お開きにしなければなりません……」

[image: ]

　町長が出てくるまで、レイは歌い続けた。

「最後に、我が町で歌ってくれた最初で──、最初のアイドル、ユキノ・レイさんから、一言頂ければと思います」

　町長から挨拶を振られたレイは、マイクを手に、ステージの中央に立った。

　真っ暗な空の下で、大きなフォークリフトで車を持ち上げて作られたスポットライトに照らされていたレイは、

「皆さん！」

　汗びっしょりの顔で、思いっきり叫ぶ。

「最初のステージを！　温かい皆さんと共に作ることができて！　本当に幸せでしたっ！」

　観客達の興奮と歓声が本日最高潮に達した瞬間──、

　暗かった世界が一瞬で赤くなって、熱波が全てを溶かしていった。
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「あれ？」

「起きたか？　ちょうどよかったな。着いたぞ」

　レイは、ワゴン車の後部座席で目を覚ました。

　レイはステージ衣装のままで後部座席のシートベルトに固定されていて、車は事務所の地下の薄暗い駐車場にとまっていた。

「因幡さん……。私、いつ、車に戻りましたか？」

「覚えていないのか？」

「全然覚えていません……」

「最後に覚えているのは？」

「皆さんと一緒になってたくさんたくさん歌って、町長さんに最後に一言って言われて、思いっきり叫んで、急に真っ赤に眩まぶしくなったところまでです」

「しっかり覚えているじゃないか。なるほど。詳くわしい話は事務所に戻ってからするから、車から降りろ」







　明日にも壊れそうなエレベーターで事務所に戻ると、社長はまだ、窓の外で周囲のネオンが煌きらめく社長室にいて、

「お帰り」

　レイと因幡を、笑顔で迎えてくれた。

「ただいま戻りました。社長」

「戻りました！」

「はーい、お疲れさま。レイ、あとでいろいろ説明してあげるから、とりあえず、シャワー浴びて着替えてきな」

「はい！　そうさせていただきます！」




　レイは、事務所にある小さなシャワーを使って、他に着るものがないので、制服姿で応接室に戻った。

「因幡から聞いたよ。盛況だったみたいだね」

　コーヒーのカップを片手に、社長はそう切り出した。

　レイの分のマグカップが置かれた、応接室のローテーブル。社長の反対側にレイは座り、脇には因幡が立っていた。

「はい！　思いっきり歌ってきました！　楽しかったです！　皆さんを喜ばせることができたと思っています！　でも……、気付いたら車の中で、何が何やら」

「さて、どこから説明したモノかね。まあ、簡単に言うとね、レイが行ってきた場所はね、〝並行世界〟なんだよ」

「はい？　え？　へいこ──、なんですか？」

「並行世界。つまり、私達の住む世界とはよく似ているけど、決して交わることのない、どこか違った世界」

「は、はい……？」

「ま、信じられないよね。まあ、信じなくてもいいから、ひとまず話を聞いてね。──レイが行ってきたその並行世界なんだけど、さっき人類が滅んだ」

「は？　と……、いいますと……？」

「あの世界はね、レイ、私達のこの世界と、とてもとても近い並行世界だった。この世界と同じようにいろいろな国があって、この国があって、町があって、アイドルがいて……。でも、違うのは一つだけ。直径約五百キロメートルの隕いん石せきの直ちょく撃げきが分かっていた世界だったんだ。あまりにも大きな隕石なので、何をどうやっても、それこそ世界中の核ミサイルを全て撃うち込こんでも、人類滅亡は避けられないと分かっていた世界」

「それで……？」

「三年も前にそのことが分かっていたあの世界では、もう全人類が滅びを受け入れるしかなくて、無ぶ様ざまにあがくこともなく、争うこともなく、残された時間をノンビリと生きていたんだ。で、あの町では、最後に音楽イベントをやろうと決めた。自分達も演奏するけど、そのトリに、田舎いなか町まちに来たことないようなアイドルを呼びたかった。でも、誰だって考えることは一緒でね、めぼしい歌手はもう押さえられてしまった。そのとき東京では、国立競技場で日本中の歌手が歌いまくるショーがあったくらいだからね」

「だから、私が？」

「そう。デビューもしてないド新人のあなたに、白しら羽はの矢やが立った。オッケー？」

「お、オッケー……、な気がします……」

　マグカップを両手で抱かかえてポカンとしていたレイが、恐る恐る訊たずねる。

「じゃあ、私が最後に見た赤い光が、隕石なんですか？」

「たぶんだけどね。──因幡？」

　社長がその場にいたマネージャーに話を振って、

「正確には、隕石の激突によって生じた猛烈な熱波ですね。一瞬だったんで、確かめようもなかったんですけど。隕石自体は、自分達から見えるところには落ちませんでした。見えていたら、さぞかしスペクタクルだったでしょうに」

　因幡が、少しでも見たかったかのように答えた。

「じゃあ……、その世界って、どうなった、んですか……？　終わってしまったんですか？」

「まさか」

　社長ではなく、因幡が答えた。

「世界は終わらない。その世界にある地球に、巨大隕石が落ちただけだ。半数の人類は衝撃で死んで、残りの半数は地球を包んだ熱波で死んでしまった。しばらくは猛烈な熱に包まれて、その後は一気に寒冷化して、氷の惑星になるんだろうな」

「じゃあ、皆さんは……」

「当然だが、死んだ」

「…………」

　ポカンと口を開けたままのレイに、社長が言葉をかける。

「最後に、レイの歌を聴いてくれて、盛り上がってくれたんだろう？」

「そう、です……」

「喜んでくれていたんだろう？」

「はい……」

「ならばよし。レイは、立派に務つとめを果たした。お疲れさま」

「…………」




「コーヒー、温め直すかい？」

　カップの中に映る自分を見つめていたレイに、社長が声をかけた。

　レイは顔を上げると、

「いいえ、ありがとうございます」

　そう答えてから、社長に問いかける。

「まだよく分かっていませんが……、よく似た別の世界に、私と因幡さんは行ってきたんですよね？」

「そうだよ」

「どうしてそんなことが、可能なんですか……？」

「因幡と一緒なら行けるからさ」

「では……、どうして、因幡さんはできるんですか？」

「本人に聞いてごらん」

　レイは、マグカップをテーブルに置いて、因幡へと振り返った。

「どうして、因幡さんはそんなことができるんですか？」

「できるからだよ」

　因幡は答えた。




「社長……、もう一つ、聞いてもいいですか？」

「なあにー？」

「どうして今回、別の世界で仕事をすることになったんですか？」

「だってそもそも、ここは、そういう事務所だから。よく似ているけど、どこか違う並行世界や、似ても似つかない異世界──、そんなところだけに女優や歌手を派は遣けんする事務所、それがウチ」

「そんな話……、たぶん、聞いていません……！」

「もちろん言ってない」

「そんな！」

「だって、言っても信じてもらえないからね。初仕事をして、その目で確かめてもらうまでは、隠しておいたのさ」

「…………」

「というわけで、初仕事おめでとうアーンドお疲れさま、レイ」

「…………」

「因幡から聞いた話じゃ、レイは素質があるってさ。どんな場所でもしっかりと、練習の成果を発はっ揮きできるって。直接は褒めない男だから、私が代わりに言っておくね」

　レイが因幡へと再び振り向くと、因幡は顔を背そむけた。

「だから、コレからもよろしくお願いしたいけど、どうする？　並行世界や異世界で、歌やお芝居をこなす仕事だ。もちろん、本当の事を知った以上、〝そんなのは私の求めていた芸能活動とは違う！〟って言って断ってもいいよ」

　レイは、楽しそうに言う社長を見ながら、

「…………」

　黙った。

「なんせ、これからのレイの活躍は、私達の住むこの世界では、一切語られないんだからね。みんなを元気づけられる有名な歌手に、あるいは女優になりたいってレイの夢は──、叶かなうけど、叶わない」

「…………」

「さあ、どうする？」





おしまい　　　


















第二話「歌合戦、出場！」

─MAD─










　都会の片隅に、その小さな小さな芸能事務所はあった。

　私鉄の駅前にある、間違いなく昭和に建てられたであろう細い雑居ビル。いかがわしい店が看板を並べる中、その三階を借りていた。

　狭いエレベーターホールの前には、

『有栖川芸能事務所』

　そう書かれた小さなプレートがぶら下がっていて、そのドアの先に、応接室と事務室を一緒くたにしたような部屋がある。

　隣には磨りガラス窓で仕切られた部屋があって、『社長室』のプレートがあった。

　その社長室扉の前で──、




「よんじゅうご、よんじゅうろく、よんじゅうなな……」

　体幹を鍛きたえる運動をしている、十代中頃の女の子がいた。

　身長は百五十センチほど。えんじ色のジャージの上下を着ていて、長い黒髪はポニーテールにまとめている。

　女の子は、硬い床の上にヨガマットを広げて、その上に肘ひじと前腕、そして爪先をついて、体を真っ直ぐに保っていた。

　そのままの体勢をキープしながら、

「ごじゅう……、ごじゅういち……」

　彼女は、顔に汗を浮かばせて、秒数を数えながらひたすらに耐えつづけた。

「ごじゅうよん……」

　六十が近づいて、体が小刻みに震え始めて、

「ごじゅうご……」

　事務所の玄関ドアが開いて、真っ赤なスーツスカート姿の女性が入ってきたことにも、気付かずにいた。

　この芸能事務所の、四十代と公表しているが、それよりグッと若く見える女社長は、入ってきて女の子を認めるなり、

「ふとんがふっとんだ」

「ぶっ！」

　力が抜けた女の子の体が、べっちゃりと落ちた。カウントが、五十六秒まで進んだ瞬間だった。

「しゃ……、社長！」

　女の子はポニーテールを揺らしながら起き上がり、この事務所の社長へと、抗議の目線を送った。

「はいはい、私のせいじゃなーい。おはよー、レイ」

「おはようございます！　あと少しで、六十秒の記録更新でした！」

「記録は阻そ止しされるためにある」

「〝破られるために〟、です！」

「まあまあ。それにしても、朝から精が出るねえ」

　社長はレイの肩をポンと叩いてから、応接室にあるソファーに座った。

　レイは、コーヒーメーカーに手を伸ばして、ボタンを押した。あとは機械が自動的に全てやってくれる状態にしてから、社長へと向き直って、

「鍛えます！　だって、〝芸能活動は戦い〟です！」

「前から言ってるけど、それ、どこの誰さんの言葉？」

「昔読んだ小説に書いてあった気がします！」

「どんな小説？　読んでみたいわー！」

「思い出せないんです……」

「そっか。因幡は？」

　社長が、そこにいない人間について訊ねて、

「今日はまだ、見かけていませんが……」

　顔の汗をタオルで拭ふいていたレイが、首を横に振った。

「じゃ、仕事でも取りに行ったかな？」

「それって、〝別の世界〟に行って……、ですか？」

　覗のぞき込こむように聞いたレイに、

「もちろん」

　社長は、彼がコンビニにでも行っているような気軽な口調で答えた。

「その……、危険じゃないんですか？」

「危険なことも、ある」

「し、死んじゃったりしないんですか？」

「それも、ある」

「ええっ！」

「でも、先日の〝よく似た並行世界〟でだって、レイも因幡も、死んだってコトでしょ？」

「え？　あ、まあ……、そうでしたが……」

「死んだら戻れる。つまり、何があっても、この世界には戻ってこられるってこと。安心しな」

「そうなんですか……、って社長、まるで行ったことがあるような口調ですね」

「因幡から聞いただけ。彼はまだかねえ。コーヒーまだかしらねえ」

　コーヒーは少し溜まっただけだったが、

「戻りました」

「おっかえりー！　噂うわさをすればなんとやら！」

　因幡は戻ってきた。

　身長百五十五センチと、男にしては小柄な体を紺色のスーツに包んでいる。

　特徴的なのは髪で、短い髪は、全て真っ白だった。大きな双そう眸ぼうも相あい俟まって、外国人の少年のように見えた。

「お帰り！　仕事は？」

「はい、頂いてきました」

「よっしゃそれでこそ敏びん腕わんマネージャー兼営業担当！」

　社長が頭上で手を叩いて、

「因幡さん、コーヒーは？」

　社長用のカップを用意しようとしていたレイが訊ねた。

「要らない。それより、すぐに歌の衣装を用意しろ！　仕事だ！」

「すぐにですか？」

「すぐにだ。その格好でいい」

「シャワーとか……」

「いらない」

「オッケー、行ってきな、レイ！　コーヒーは自分で注つぐから心配は要らないよ」

「あっ、はい！　──あのう……、また、〝並行世界〟なんですか？」

　レイが因幡へと視線を向けて訊ねて、

「いや、違う」

　即座に首を振られた。

「今度は異世界だ」







　手ぶらの因幡と、小さな革鞄と大きなボストンバッグを持ったジャージ姿のレイが、事務所のドアを出たところにある、おんぼろで小さなエレベーターに乗った。

　明日にも壊れそうなエレベーターに揺られながら地下一階まで下りると、そこはコンクリートで囲まれた、そして電灯が半分死んでいる、狭く薄暗い駐車場だった。

　五台分のスペースしかない駐車場に、三台の車が停まっている。一台は黒い国産のワゴン車。一台は真っ赤な、高級外国製スポーツカー。一台は黄色い、小型の四輪駆動車。

「今日はこれに乗れ」

　因幡が、四輪駆動車へと近づいて、

「カワイイ車ですね！」

　レイは反対側に回って、後部座席に乗ろうとして、

「大変です！　後ろのドアがありません！」

「そういう車なんだ。助手席でいい。荷物は後部座席に放れ」

「はあ……」

　レイは言われたとおりに乗り込んだ。

「シートベルトは、忘れるなよ」

「私は何も忘れません！」

「どうだか」

　因幡がエンジンをかけた。車内が暑かったので、左右の窓を開けた。

　小さな四輪駆動車は、ゆっくりと駐車場内を走り出す。

「今回も、この駐車場から出たら、そこが異世界──、なんですか？」

　レイが訊ねて、因幡は前を向いたまま頷うなずいた。

「そうだ。一目で分かるほどの、な」

　四輪駆動車が、急な坂道を、暗いトンネルを登っていく。出口はすぐ近くだが、眩しくて何も見えない。

「また、到着までは寝ていればいいんですか？」

「ああ」

　因幡は答えて、そしてほんの少しだけ笑った。

「寝られるもんなら、な」




　　　　＊　　＊　　＊




　暗い穴を抜けて、四輪駆動車が光に包まれて、そしてレイの目に飛び込んできたのは、

「うわあ……」

　広大な荒野だった。

　日本のどこにもないような、遠くの果てまで土色の大地が続く空間を、四輪駆動車はノンビリと、薄く土つち埃ぼこりを上げながら走っていた。

　レイがフロントガラス越しに空を見ると、

「うわあ……」

　地球のどこにもないような、太陽が二つ並んで輝く空が見えた。窓から冷たい空気が入り込んで、因幡が窓を閉めた。

「はっ！」

　レイがある事に気付いて振り返って、今度はリヤガラス越しに景色を見る。同じように土の地平線が広がるだけで、何かそれ以外のもの──、つまりはビルや、駐車場の出口は見えなかった。

　レイは前に向き直って、右隣の因幡を見た。

「どうして駐車場の出口が、別の世界に繫がっているんですか？」

「説明しても分からないだろう。さて、飛ばすぞ。頭をぶつけないように、姿勢をしっかりしていろ。左上にあるハンドルを摑んでいてもいい」

「分かりました。体幹は鍛えています！」

　レイがそう言った瞬間、四輪駆動車は猛烈に加速して、

「うひゃあ！」

　道もない荒野を、飛び跳ねるように走り出した。







「死ぬかと思いました……」

「まだ、こんなことで死んでもらっては困る」

　すっかりへたばったレイと、クールに荒野を爆走した因幡は、二つの太陽が高い位置に来る頃、〝城〟の前にたどり着いた。

　石組みの巨大な城が、深い谷の真ん中に、通せんぼをするかのようにそびえていた。地球のどんな城にも似ていない、摩ま訶か不ふ思し議ぎなデザインの城だった。

　左右には山が、草木もない急きゅう峻しゅんな峰がそびえている。

「こんな場所に、どんな人が住んでいるんですか……？　人間でないとか？」

「いや、こっちは人間だ」

「〝こっちは〟？」

　固く閉まった城門の前に来ると、重く大きな扉が開いていく。

　白く塗られた金属製の鎧よろいを装着して、頑がん丈じょうそうなヘルメットを被り、長い槍やりを持った、ボディビルダーのように逞たくましい兵士達が出てきて、因幡の車を迎え入れた。

　近づいて初めてレイにも分かったが、彼らの身長は、全員が二メートル以上はあった。鎧のおかげで、さらに大きく見えた。

　四輪駆動車が城の中に入ると、すぐに扉は閉まっていった。

　槍を持った長身のマッチョ集団に囲まれながら、小さな四輪駆動車は城内を、殺風景な石組みの町中を走った。そして城内の石でできた斜面を何回も登り、最後は再び空の下に出た。

「よし、荷物を持って降りろ。今回のクライアントを紹介する」

「はい！　もう、多少のことでは驚きませんよ私は」

　レイはそう言ってドアを開けて降りて、そして眼下に広がる景色に、

「うひゃあ！」

　跳び上がらんばかりに驚いた。

　そこは城壁の端で、見張り台だった。すぐ先は、欄らん干かんの先で絶壁になっている。

　数十メートル下、広く見下ろすことができる大地には──、大量の死体が転がっていた。

　兵士達の死体に交じって、人間でもなければ動物でもない、異い形ぎょうの生き物の死体も転がっていた。強しいて言うのなら、巨大な蛸たこのような物体で、やはり二メートルほどの大きさがあった。

　その生き物たちは、紅く塗られた鎧を纏まとっていた。人間の物とは明らかにデザインが違う槍や剣などの武器が、複数ある腕の脇に転がっていた。

　生き物が腐くさる臭いと、血の臭いが、周囲に漂ただよっていた。

「…………」

　レイが視線を上げると、双方の死体が連なる空間が百メートルほど続き、その向こうに、横一面に広がる柵さくが見えた。

　巨大な丸太を何本も組んで作った、谷を一直線に横切る柵だった。長さは数百メートル。あまりに長いので低く見えるが、高さも数十メートルはある。

　その柵の上で、紅あかい鎧の異形の生き物たちが、動いていた。

　鎧の音らしい、金属がぶつかり合う物音が、かすかに聞こえていた。

「あっちが敵側、だ」

　因幡が言って、

「て、敵……？」

「さよう！　我らはヤツらと戦争をしている」

　大きな声で割り込んできたのは、ひときわ派手で立派な、やはり白く塗られた鎧を着た、猛烈に背が高く、筋きん骨こつ逞しい男だった。

　大量の髭ひげを顎に蓄えていて、年齢は五十代ほど。両脇を丸い楯たてを持った兵士達数人に守られて、石畳の上を近づいてきた。

「レイ、この世界の国王陛下であり、今回のクライアントだ。挨あい拶さつを」

「は、はい！　──ユキノ・レイです！　本日は、一生懸命歌わせていただきます！　よろしくお願いします！」

　ジャージ姿で国王に頭を下げたレイに、

「うむ。頼むぞ、レイ。成功の暁あかつきには、たんまりと褒ほう美びを取らす」

「は、はい！　えっと、でも──」

「陛下。まだ説明をしておりませんので、私共に少々お時間を頂けますか？　先に状況を見せた方が、理解が早いと思いまして」

　因幡が言うと、
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「よし！　ならば我が伝えよう！」

　王様自みずから、説明役を買って出た。因幡は恭うやうやしく頭を下げて、少し下がった。

　王様とレイが並ぶと、大人と子供以上の身長差になった。見上げるレイに、

「ついてくるがよい」

「は、はい」

　二人は歩を進めて、欄干の手前まで来て、広がる景色を眺ながめた。

「レイよ、異世界の小さな少女よ──、あの柵と、その上で蠢うごめく化ばけ物もの共どもが見えるな？」

「はい」

「あの化け物共が、この世界で我々人類と、血で血を洗う戦いを繰り広げているヤツらだ。名前はない。単に、〝ヤツら〟とか、〝化け物共〟と呼んでいる」

「そうなんですか……」

「ヤツらにも知性や知能があり、言葉も道具も火も使うのだが、我々人間とは、まったく相あい容いれることができずにいる。彼らの農作物を我らが食べることはできず、逆もまた然しかりだ。有史以来、荒れ地ばかりのこの世界で、農地を、水場を、つまりは生きる術すべと場所を巡めぐってずっと争ってきた。この戦いに勝った方が、この世界で生き残ることができるだろう。レイよ、お主の世界には、そんな敵はいないそうだな？」

「え……、はい」

「では、人々は争いに力を割かなくて良いということだな。さぞかし、平和な世界なのであろうな」

「え？　えっと……、そうですね……。そうかもしれません」

「羨うらやましいぞ。だが、今はそれを気にしても仕方がない。そして、時間もない。我々は、まさに瀬せ戸と際ぎわまで押されているのだ」

　王様が、丸太のように太い腕を持ち上げて、柵を指さした。

「あれは、以前はもっとずっと遠くにあった。しかし、ここまでの進攻を許してしまったのだ。この城があるおかげで、どうにか膠こう着ちゃく状態に持ち込めてはいるが、もはやそれすら危うい」

「状況は、私にも、どうにか分かりました。王様。そして、私にできることとは？」

「いい問いかけだ。しかし、それにはもう一つ説明を加えねばなるまい。ヤツらがなぜ、ここまで我々を苦しめることができたかを」

　王様は、顔に苦悩を浮かべながら、ほとんど真下を見るような角度で、レイに顔を向けていた。

「ヤツらは、歌を武器にしたのだ」

「？」

　小さく首を傾かしげたレイに、王様は言葉を続ける。

「ヤツらにも、ヤツらなりの文化文明があるが、その中にはもちろん歌もあった。歌い手がいた。その歌い手が、柵の上で歌い出したのだ」

「？」

「ヤツらの声は、それはそれは酷ひどく醜みにくいものだが、それが歌ともなると、喩たとえきれない猛烈な醜しゅう悪あくさだった。〝騒音〟などという言葉では到底言い表せない──、空気を伝わってくる〝毒〟だった」

「…………」

「ヤツらは、何百人もの歌い手を揃そろえた。それが、柵の上で一いっ斉せいに歌うのだ。谷間に響いた歌が、我々にも聞こえてくる。猛烈な毒が、我らの耳を攻撃してダメージを与える。頭痛がして、吐はき気がして、目眩めまいがする。そこに、槍を持ったヤツらの兵士が襲いかかる。歴戦の勇者も、そんな体ではろくに戦えず、少しずつ、柵の移動と共に押されている、という訳だ」

「…………。な、なるほ、ど……」

「ならば、我々も同じ手を使おうと思ったが、残念ながら我々の住まう場所は遠い。こんな危険な場所に民を住まわせてはいられないからな。歌手を揃えるには、時間が決定的に足りなかったのだ。そんなとき、占い師が告げた。〝車輪が四つある、黄色い馬なし馬車で、別の世界から来訪者がある。彼を丁重にもてなして話を持ちかけよ〟、と」







「これって、つまり……、戦争に加担するってことですか？」

　城の中の一室で、汗臭いジャージを脱ぎながらレイが聞いた。ドアの向こうにいる因幡が答える。

「そうだ。〝芸能活動は戦い〟なんだろ？」

「…………」

　レイは、持ってきたステージ衣装に着替えた。

　白いワンピース。裾は、パニエでふわりと広がっている。

　右肩から右腕にかけてだけ、紺色のジャケットで切ったように覆われていた。その右胸に光るのは、可愛らしい模様の勲章──のようなアクセサリー。

　足は黄色いタイツに、少しだけ高いハイヒール。

　頭には、まるで兎の耳のような飾りの付いたカチューシャ。

「できました」

　レイが扉を開けると、そこに因幡はいなかった。兵士に見張り台まで案内されて、そこで準備をしているスーツ姿を見た。

　見張り台に、ベッドほどの大きなスピーカーが四つ並べられていた。小型の四輪駆動車のエンジンをかけて、そこから電源を引いていた。アンプらしい機械が棚たなに置かれ、マイクスタンドが一本立っていた。

「因幡さん……」

「お前は一人だからな。科学の力を借りる」

「それはいいんですけれど、これだけの機材、どうやって持ってきたんですか？」

「普通に」

「あの車に積めたんですか？」

「積めたよ」

「どうやって？」

「積めたからだよ」







　因幡がアンプの前に座り、ヘッドセットを付けた。

　マイクで、

「聞こえているな？」

　レイへと声を送る。

　耳の穴にスッポリとはまるように、型を取って製作したイヤーモニター──、略称イヤモニから、その声がレイの鼓こ膜まくに届いて、

「はい。大丈夫です」

　レイがマイクで、小声で答えた。

「音源は、お前が好きだと言った歌ばかりだ。遠慮なく歌え。下手へたも上手うまいも関係ない。練習のつもりでもいい」

「分かりました。この世界では、著作権使用料も関係ないですしね……」

「分かってきたじゃないか。──さあ、始めるぞ」







　十年ほど前に女性歌手が歌い、今もいろいろな人がカバーをしている名曲のイントロが、異世界で流れ出した。

　そのアンプとスピーカーで出せる最大音量にまで高められた音が、城の見張り台から、爆発のように生まれた。

　レイはイヤモニが耳みみ栓せん代わりになっているので、そして因幡もヘッドホンのおかげで、その爆音を直じかに受ける事はなかったが、

「なんという機械だ……。これが、異世界の技術力か！」

　数十メートル後ろにいる、そしてスピーカーが直接向いていない王様や兵士達には、ライブハウスもかくやという轟ごう音おんに聞こえた。

「だが、不快ではない！」

　それで気分を悪くする人は誰もいなかった。

　やがて、イントロが終わりを迎える。レイが、大きく息を吸い込んだ。







　城をバックに、見張り台をステージに、荒野をホールに、死体と敵を観客に、レイは歌った。

　もともと豊かだった声量は、機械の力によって極限にまで増幅されて、谷間の反響を伴ともないながら突き抜けていく。

「レイ！　素晴らしい歌声だ！」

　王様が、太い両腕を太陽が二つ並ぶ空へと突き立てた。

　レイは歌い続けた。踊る必要はないが、ステージ衣装を揺らしながら。笑顔の必要もないが、白い歯を煌きらめかせながら。

　後ろから望遠鏡で柵を睨にらんでいた兵士が、

「効きいています！　ヤツら、苦しんでいます！」




　曲が間奏に入ったとき、双眼鏡で様子を見ていた因幡が、

「いいぞ。化け物達、のたうち回って苦しんでいる」

　レイに報告して、

「…………」

　レイは複雑な気持ちで、二番を歌い始めた。







　ぶっ続けで五曲を歌って、レイが喉のどを潤うるおすためにペットボトルの水に手を伸ばした。後奏が終わって静かになった世界で、今度は兵士達の雄お叫たけびが聞こえた。

　イヤモニを外したレイの左耳に、

「素晴らしいぞー！」

「素敵な声だ！」

「良い歌だ！」

「レイ！　お前は最高だ！」

　兵士達の大喝采が届いた。

　高い城のあちこちに兵士達がへばり付いていて、レイへと手を振っていた。レイが、笑顔で手を振り返して、野太い男達の雄叫びが空気を震わせた。

「まだ歌えるな？」

　ヘッドホンを片方ずらした因幡が聞いて、

「そりゃあもう、カラオケなら、一日中でも歌っていました。千八百円のサービスパックで、朝八時から二十時までずっといられたんですよ！」

「そりゃあ良い店だな。名前は？　どこにあるんだ？」

「えっと……、ごめんなさい、ド忘れしました……」

「そうかい」

「それはそうと、私はまだまだ歌えます！」

「いいだろう。リストを渡すから、お前が選べ」

「それなら──」

　レイが、因幡が見せてきたタブレット端末に手を伸ばしたときだった。

　黒板をひっかいたような、あるいは発泡スチロールを擦こすったような、または人間の悲鳴のような、そしてそれらを全て混ぜたような、実に気持ち悪い音が、谷間に響き始めた。

「うっ！」

　レイが端末を落として、因幡が空中でキャッチして、

「イヤモニ付けろ。すぐに！」

「は、はい！」

　両耳を覆ったレイにも、まだかなりの音が聞こえていて、そして城のあちこちで、屈強な男達が手で耳を覆いながらうずくまっていくのが見えた。

「なるほど、これは強烈だ」

　因幡の声がイヤモニに届いて、レイはマイクへと戻ると、そこに話しかける。

「なんでもいいです！　オケを流してください！」







　そして、戦いが始まった。

　化け物側は、柵の上に歌手をずらりと並べて、その後ろでは恐らく兵士達であろう化け物が、歌手の耳とおぼしき部位を押さえていた。

　その兵士達はというと、たぶん耳であろう場所からダラダラと血を流していて、

「兵士の連中、鼓膜を破ったのか。よくやるよ」

　双眼鏡で細部を見た因幡が、呟つぶやいた。

　化け物の歌手達は、声を合わせて一斉に歌い、

「負けません！」

　レイは一人だが、科学の力を借りて音楽と歌を、谷間に響かせた。イヤモニと自分の熱唱で、相手の攻撃を凌しのぎながら。







　数時間が、過ぎた。

　双方にとって、死力を尽くした戦いになった。

　化け物側の歌手達は、あるいは兵士達は、あちこちでバタバタと倒れて、その都つ度ど、別の歌手や兵士に交代されていく。

　レイは、たった一人で、曲の間に水を飲む程度で、休みなしで歌いまくった。

　そして──、

「レイ、もういいだろう」

　曲が終わった瞬間、イヤモニに因幡の声が聞こえて、

「え？　はい？」

　ステージ衣装を汗まみれにしたレイが、急に静かになった世界で、景色を眺める。

　柵の上には、もう誰もいなかった。

　化け物達の姿は消えていて、向こうからの歌も聞こえなかった。物音さえもなかった。谷間は、耳が痛くなるほどの静せい寂じゃくに包まれていた。

「勇者達よ、柵へ火をかけろ！」

　王様の命令で、弓矢を持った兵士達が谷間を駆けていった。柵へと何本もの火ひ矢やを射いかけると、柵はジワリジワリと燃え始めて、煙が谷の空を覆っていく。

　燃え落ちて崩れた柵の向こうに、化け物達の軍勢はなかった。

「我らの勝利だあああああああああ！」

「うおおおおおおおおおおおおおお！」

　王様や兵士達の雄叫びを聞きながら、因幡がレイに告げる。

「アンコールは、なしでいいようだ」
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「あーっはっはっっはっっはっっは！」

　事務所の応接室のソファーで、コーヒーカップを手に笑い転げる女社長に、

「ちょっと笑いすぎです！　必死だったんですよ！」

　対面に座るジャージ姿のレイは、自分のマグカップを両手で持ったまま言った。

「いやはや。本当に歌で戦争をしてくるとはねえ……。因幡、面おも白しろい仕事をゲットしたね。素晴らしい！」

「どうも」

　脇で立ったまま因幡が答えて、コーヒーを啜すすった。

「ほんで、そのあとはどうしたの？　戦争、終わっちゃったんでしょ？」

「え？」

　レイが驚いて、コーヒーに映っていた自分から目を上げて、

「まだ話していないのに、どうして分かるんですか？」

「だって、レイが戻ってきてるから。戦争が続いているんなら、ずっと仕事をしてもらいたいから、側に置いておくでしょ？」

「ああ、なるほど……」

「まあ、別の世界にどれだけいたとしても、因幡は望む時間に戻ってこられるんだけどね」

「そうなんですか？　どうしてそんなことができるんですか？」

　レイの顔を見ながら、因幡が答える。

「できるからだよ」

「またそれですか……」

「まあまあ。で？　その異世界は？」

「はあ……。実はその日の夕方に、向こう──、化け物さん達から使者が来て」

「ほうほう。軍使が。で？」

「私の歌で大変なダメージを被こうむったので、ひとまず休戦する、と……」

「ぶひゃひゃひゃひゃひゃひゃ！」

　身を捩よじっている社長の笑いが収まるまで、レイは数十秒待った。

「それから、一つだけ戦争の約束をしたんですよ」

「ほう、どんな？」

「…………」

　レイがムスッとしてすぐに答えなかったので、因幡が代わりに言う。

「〝もう二度と、歌という最終兵器は、戦争に使わない〟という、取り決めです」

「あはははははははっ！」

「その場で簡易的に調印式が行われたんですが、レイと向こうの歌手達が、何かあったら歌うぞ、ってお互い睨み合っていて」

「ぶははははははは！」

「ま、おかげで無事に終わりましたよ」

「ひゃーはっはははははっ！」

「もうっ」

　頰ほおを膨ふくらませたレイに、目尻から涙をこぼしながら、社長が言う。

「初の異世界は、どうだった？　レイ」

「ちょっと不本意です！　歌の仕事ができたのはいいですけど、観客の半分しか喜ばせることができなくて！」

　その言葉に、ニヤリと社長は笑った。

「でもね、もし、今いるこの世界のミュージックフェスに出たら、今のレイなら、それ以下だよ？」

「うぐ……」





おしまい　　　


















第三話「領主の結婚」

─Spectator─










　都会の片隅に、その小さな小さな芸能事務所はあった。

　私鉄の駅前にある、間違いなく昭和に建てられたであろう細い雑居ビル。いかがわしい店が看板を並べる中、その三階を借りていた。

　狭いエレベーターホールの前には、

『有栖川芸能事務所』

　そう書かれた小さなプレートがぶら下がっていて、そのドアの先に、応接室と事務室を一緒くたにしたような部屋がある。

　隣には磨りガラス窓で仕切られた部屋があって、『社長室』のプレートがあった。

　その社長室の中で──、




「レイ！　次は演技の仕事だよ！　演技、やりたがっていただろ？」

　真っ赤なスーツスカート姿の女性が──、この芸能事務所の、四十代と公表しているが、それよりグッと若く見える女社長が楽しそうに吠ほえて、

「はい！　嬉うれしいです！　そして、今度は〝どんな世界で〟ですか？」

　この芸能事務所に所属する、十五歳の女子高生が訊ねた。

　彼女は白いワンピースの、右胸の位置に大きな青いリボンが目立つ制服を着て、腰まである長い黒髪をカチューシャで留めている。社長用のデスクの向かいに、イスを置いて座っていた。

　窓の外は眩い太陽が元気に照りつけ、窓の内側では古びたエアコンが唸うなりを上げていた。

　社長はアイスコーヒーのグラスに刺さっている、最近流行のプラスチック製ではないストローに口を付けて、

「ん、因幡──、頼んだ」

　レイへの仕事の説明を、部屋の端に立っているスーツ姿の男に全て放り投げた。

　紺色のスーツを着込んだ男は、身長百五十五センチと、レイより五センチ上で、つまり男にしては小柄だった。短い髪は、全て綺き麗れいに真っ白で、大きな双眸も相俟って、日本人離れした容姿を持っていた。

　レイは、アイスコーヒーのグラスを持ったまま、因幡と呼ばれるマネージャーへと振り向いた。

「お願いします。どんな世界で、どんなお仕事でしょうか？」

　因幡は、つっけんどんな表情と口調で答える。

「異世界だ。仕事の詳しょう細さいは道中で説明するが、一言で言えば──」

「言えば？」

「結婚詐さ欺ぎだ」

「はい？」




　因幡とレイは、

「本当に、衣装いらないんですか？」

「いらない。向こうで用意される。今回は、身一つでいい」

「分かりました。では行きましょう！　社長！　頑張ってきます！」

「ほーい、楽しんで頑張っておいでー！」

　地元商店街のロゴが入った団扇うちわを振って見送る社長を背に、事務所のドアをくぐった。

　明日にも壊れそうなエレベーターに揺られながら地下一階まで下りると、そこはコンクリートで囲まれた、そして電灯が半分死んでいる、狭く薄暗い、とても蒸し暑い駐車場だった。

　五台分のスペースしかない駐車場に、三台の車が停まっている。一台は黒い国産のワゴン車。一台は真っ赤な高級外国製スポーツカー。一台は黄色い小型の四輪駆動車。

「黒いのと黄色いのと、今日はどっちに乗れば？　まさか、社長の凄い車とか？」

　レイが訊ねると、

「どれでもない。今日の〝出発〟は歩きだ」

　因幡はスタスタと駐車場を横切り、出口に繫がるスロープに向かう。

「歩きかー！　でもやっぱり、この出口から出るんですね！」

　レイは楽しそうに叫びながら、後を追った。

　暗いトンネルの坂を二人は上り、やがてとても眩い光に包まれた。
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　明るさに慣れたレイの目に飛び込んできたのは、広大な農地だった。

　緑の麦畑が幾重にも連なる丘が遠くまで延びて、終わりが見えない。その上には、どこまでも青い空が広がる。

「うっわあ……！」

　空が高すぎて、そして幅がありすぎて、つまりは巨大すぎて、まるで上からのしかかってくるように見えた。呆あきれるほど広大な世界に、レイは、そして因幡はポツンと立っていた。

　振り返ると、同じように農地が地平線の向こうまで広がっている。下を見ると、レイと因幡は、土を固めただけの細い道の上に立っていた。

　先ほどまでの、日本の夏の蒸し暑さがなくなっていた。気温は高いが空気は乾燥していて、麦を揺らす風がほどよく吹いていた。

「これはこれは！　とっても気持ちがいいところですね！　そして、ここが異世界なのは、大変によく分かりました！　では、仕事とは？　道中説明してくれるって言っていましたよね？」

「長い距離を歩く趣味はない。あれに乗ってから、道中に説明する」

　因幡が道の先を指さして、

「あれ？」

　レイは、麦畑のうねりの向こうから、茶色の線の上を近づいてくる馬車を見つけた。二頭の栗くり毛げの馬が、大きな車輪を四つ付けた木製の箱を、のんびりと引っ張ってきている。

「ああ、やっぱり道中は〝車〟なんですね」

「さっきそう言った」




　二人の目の前にやって来た馬車には、御者が一人乗っていた。

　シンプルな造りのズボンとシャツを来て、鍔つばの広い帽子をかぶった初老の男だった。

　日本人には見えないが、かといってどこの国の人かと問われると、まったく分からない人だった。

　老人が、胡う乱ろんそうな顔を向ける。

「イナバって名前の遠くからの旅人は、あんたかね？　お嬢さん共々、村まで乗せるように言われてきたんだが」

「そうだ。頼む」

「では、馬車にどうぞ」

　馬車は、四本の柱に板で壁と屋根を付けただけの、小屋のような造りだった。

　ドアは左側面に一箇所だけ。今は閉じている木製の窓が、残りの三面の壁に一箇所ずつ備え付けられている。車体後部には、荷物を載のせるデッキのような部分がある。ただし今は、何も載っていない。

　因幡とレイが、小さなハシゴで馬車に乗り込む。

　中に入ったレイが、面白そうにキョロキョロと見回した。軽自動車と同じくらいの車内には、向かい合ったベンチシートに、申し訳程度に端は切ぎれで作ったクッションが敷いてある。大きな革かわの鞄かばんが一つ、ポツンと置いてあった。

「いいぞ。出してくれ」

　因幡が命じると、御者が馬に鞭むちを入れた。

　歩くのと大して変わらないほどのノンビリしたスピードで、ガタゴトと揺れる馬車の中で、レイは因幡に訊ねる。

「では、説明よろしくお願いします！　どんな演技ですか？　この世界で女優ですよね！　この世界……、映画やテレビはなさそうなので、舞台ですか？　舞台ですよね？」

「いや、違う。お前には、とある男を演じてもらう」

「男！　いいですね男役！　やります！　──って、舞台ではなく？」

「舞台ではない。俺達は、これから村に行く。そこでお前は、〝遠くにある町に住む若い男〟を演じる」

「つまり……、バレずに、なりきれ、と？」

「そういうことだ」

「そういうことですか……。って、それって演技なんですか……？」

「演技だろ？」

　ガタゴトと車輪が立てる音だけが、数秒間流れて、

「はい！　演技ですね！　頑張ります！　観客がいないのが、ちょっと寂しいですけど」

「そうでもない」

「え？　どこに？」

「まあいい。まずは、着替えろ。その鞄の中に服が入っている」

　そう言うと因幡は、走っている馬車のドアを開けた。ステップなどない馬車の外側だが、彼はひらりと身を翻ひるがえして、後ろの荷台へと乗り移った。

　ドアを閉めたレイが、革鞄を開いた。

「おお！　衣装！」

　そこには、簡単な造りの下着、襞ひだの多い白いシャツ、細身で黒い長ズボン、茶色の分厚い革靴、首にまく青いスカーフ、フェルトの灰色の山高帽──、つまりはこの世界の男の服装が、一セット入っていた。

　さらに、男の旅荷物として背負う布袋が一つ。中身は下着とシャツの替え。簡単な食料と、水筒。

　鞄の底には、大きめの鏡も入っていた。その下に、畳まれて収まっていた、とても長い白い布。

「ん……？　この布は？　帯、のわけはないし……」

　レイが首を傾かしげると、荷台から木の板越しに因幡の声が聞こえる。

「〝さらし〟だ。ちゃんと胸を潰つぶしておけよ。お前は男になるんだからな」

「あ、なるほど」




　数分後。

　衣装を着込んだレイが因幡に声をかけると、彼はドアを開けて器用に車内に入ってきた。

　上から下までジロジロと見て、

「いいだろう。スカーフは取るなよ。喉のど仏ぼとけでバレる」

「分かりました。でもそれより、髪はどうすれば？」

　服装だけはこの世界の男だが、長い髪を後ろにまとめているレイが聞いて、

「はっ！　この世界では、男性の皆さんも長髪ですか？」

「いいや違う。普通に短い。長いのは王様くらいだ」

「ダメじゃないですかー！」

「心配するな。今から俺がバッサリ切る」

「う？　え？　それは……、演技のためとはいえ……、ちょっと……」

「それも心配するな。俺達の世界に戻ったときに、元に戻る。初仕事のときこことを忘れたか？」

「あ、そうでしたね……」

「なんなら、死んで戻るか？」

「いえいえ。結構です」

「後ろ向け」




　馬車はまだ、ノンビリと農地の間の道を進んでいた。麦畑には、相変わらず誰もいない。

　器用な因幡にバッサリと髪を切られて整えられて、風ふう体ていだけはこの世界の美少年になったレイが、鏡を見ながら顔の角度を変えた。

「上じょう手ずです……、因幡さん」

「そうかい」

　レイは鏡を鞄にしまってから、向かいに座る因幡を再び見つめる。

「さて、では説明の続きをお願いします！　なんで〝ボク〟が男になって、何をするのか！」

「結婚詐欺だ」

「それは聞きました」

「これからお前は、〝村娘の婚約者〟として振る舞ってもらう」

「ほう……。はっ！　まさか、その娘さんを騙だまして──」

「逆だ。お前が騙すのはそれ以外の人達で、村娘はこっち側だ」

「詳しく話を、聞こうじゃないですか！」

　ニヤリと笑ったレイに、因幡が静かに言う。

「悪役のツラになっているぞ」

「あ、善人面づらの方が、騙しやすいですかね？」

「好きにしろ。説明を続けていいか？」

「はい、すみませんどうぞ」

「少し離れた場所に大きな町があって、そこには領主がいる。中年で、デブで、ハゲで、ブサイクなオッサンだ。領主の家に生まれたというだけで、権力と金だけは、腐くさるほど持っている男だ」

「うげ……。この世界でも、そんな人がいますか」

「何を期待していたのかは知らないが、どんな世界でも、人間は大たい抵てい一緒だ。薄汚く悪いこともするし、人間愛に溢あふれたいいこともする。酷い話もあるし、いい話もある。どこで仕事をするにしても、大切なことだ。覚えておけ」

「はい。──そして？」

「その村娘は親を亡くして一人暮らしだったが、彼女の美び貌ぼうに目を付けた村人達が、村の利益のために嫁に出そうと画策した。村人達は、村娘をその領主の正妻に据すえようと企んでいる。奥方を数年前に亡くしていたからな。村人達は、領主が視察で村に立ち寄るタイミングで、村娘を強引に会わせた。まんまと娘に惚ほれた領主に、村人達は言った。あの村娘には、死んだ両親が残した大量の借金があると。もし嫁として連れていくのなら、どうかそのお金を村に払ってくださるようお願いします、と」

「本当は……、そんな借金は、ないんですよね？」

「まあな。なかったとしても、村人全員がそう言ってしまえばそれが真実だ」

「な、な、な……、なあんて人達なんですか！　腹が立ちます！　そして？」

「村人達は村娘に、ありもしない借金のために領主に嫁とつげと命じた。もちろん娘は嫌いやがった。彼女には、町の学校で勉強をして、学者になりたいという夢があった。そのために読み書きを独学し、今では本が読めるようになったそうだ。この世界の農村としては、希け有うな優秀さといっていいだろう。まあ、そういったところも、村人達に嫌きらわれたんだろうけどな」

「酷い！　実に酷い話です！　でも、回避ができるんですね？　方法があるんですよね？　いい話もあるんですよね？」

　レイが食いつくように聞いて、因幡は頷いた。

「この世界の宗教戒律がある。もし神に誓った婚約者が既すでにいるのなら、どんな権力者であろうとも、絶対に手は出せない」

「なるほど！　なるほど！　私が──、いや、ボクが、その彼なんですね！」

「そうだ。お前には、村人や領主の前で、〝遠い町にいる婚約者〟を演じてもらう。当然そんな人はいないから、教会発行の結婚宣誓証明書は偽造させてもらった。絶対にバレないがな」

「因幡さん、器用ですからねえ！」

　因幡が、スーツの懐ふところから、

「これだ。なくすなよ」

　そう言いながら結婚宣言証明書を取り出した。厚めの茶色い紙が丸められていて、革かわ紐ひもで結ばれていた。レイは受け取ると、布袋に大切そうにしまった。

「でも……、ボク、この世界のことを何も知りませんよ？　異世界でも普通に言葉が通じるのはいいんですけど、喋しゃべったら絶対にボロが出ますよ……？　こういうのって、もっと練習したほうがよくないですか？」

「だから、黙っていればいい。婚約者は、生まれつき言葉が喋れないことにした。話は、娘がでっち上げてくれる」

「な、なんと！　えっと……、ボクが、演技のために一人称を変えた意味は……？」

「なかったな」

「……ガッカリ、です。でも、台詞せりふ無しでの演技ですか……。態度と雰囲気と振る舞いだけで演じるのは、より難しくなりますね……」

「腕の見せ所だろ？　婚約者は、〝育ちのいい、高利貸しのボンボン〟ということになっている」

　因幡がサラリと言うと、

「…………」

　レイは無言のまま少し顎あごを出し、因幡を見下ろすような眼まな差ざしで睨んだ。片側の口元だけで、笑った。

「悪くない」




　麦畑の丘の向こうに、村が見えてきた。

　細い川の畔ほとりに小さなログハウスが数十軒集まって建てられて、野獣から守るために、その周囲を丸太の柵で囲っている。

　丘の手前で、

「俺はここでいい。レイ、あとは任せた」

　因幡は馬車を止めさせて、レイの制服が入った革鞄を手に、馬車から降りた。

「ええ？　私は、娘さんがどんな顔かも知りませんよ！」

　扉から顔を出して慌あわてる美少年へと、因幡は顎をしゃくって答える。

「あそこに行けば、すぐに分かる。向こうもお前が分かる。やがて領主の一団も来る。お前は無言で、神の下に誓った婚約者を演じればいい」

「うう……。やったります！」

「全てが終わったら迎えに来る。勝手に元の世界に帰るなよ」

「帰りませんよ！　帰り方、知りませんよ！」

「知ってるだろ？　死ねば帰れる」

「あ……」

「後でな」

　因幡を残して馬車が再び走り出して、レイはぽつりと独ひとり言ごとを漏もらす。

「なんか、思っていた演技の仕事とは違うけど……」

　ぱちん！

「うっし！　やるか！」

　レイは両頰を手で叩いて、薄く開いた窓から、ゆっくりと大きくなってくる村を見た。

　ゆったりと揺れる馬車の中で、

「何が起きたか、聞かないんですか？　因幡さん」

　レイが向かいに座る因幡へと訊ねた。

　開かれた木窓の外ではこの世界の夕暮れが始まっていて、太陽は低い位置で丸く輝き、緑だった麦畑を一面オレンジ色に染めていた。

　白い制服に着替えているが髪だけは短いレイは、大変に納得のいかない顔で、反応なく夕景を眺ながめる因幡を軽く睨んで、

「まあ、どうせ社長に説明するので、そのときに聞いてくれてもいいんですが……」

　因幡が、目を合わせて訊ねる。

「聞いて欲しいのか？」

「聞いて欲しいです！」

「じゃあ聞く。退屈凌ぎにはなる」

「じゃあ喋ります！」




「まず！　まずですよ！

　村について馬車から降りたら、私はメチャクチャ睨まれました！

　村人さん達……、全員目つきが最悪でした！　しかも、手にはあの、おっきなフォークみたいな、なんていうか分かりませんけど、恐そうな農具を持っていたんですよ！」

「…………」

「聞いてます？」

「聞いてるよ。逐ちく一いち相あい槌づちは面倒だ。適当に、ずっと喋ってくれ。耳は閉じられないからな」

「え？　因幡さんならそれくらい容易たやすいかと」

「俺は、できることしか、できない」

「私もですよ！」

「では、何ができた？」

「聞いてくれてありがとうございます！

　分かりました！　喋ります！　捲まくし立たてますよ？

　で、その娘さんはすぐに分かりました！　だって、私が村に入るとすぐに、涙目で飛びついてきたからです！

　私と同い年くらいの、ふわっとした栗色のお下げの、とーっても可愛かわいい子でした！　抱きつかれて、なんかドキドキしちゃいました！

　もちろん、演技も忘れませんでしたよ！

　抱ほう擁ようを解いたあと、娘さんの顔に両手を当てて、ジッと見つめました！

　この世界ではそれが愛情表現か分からなかったのでちょっと緊張しましたけど、彼女も見つめ返してくれたので問題ありません！
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　娘さんは、凄すごく着飾っていたと思います。村娘！　って感じじゃなくて、なんかこう、〝これから売られる人〟みたいな着飾られ方です。

　もちろん理由はすぐに分かりました！　領主が来るんでしたもんね！

　で、もちろん私は村人さん達にあーだこーだといろいろ言われましたけど、〝そんな事を言われても、ボクは困ることしかできないよ〟といった無言の演技を徹底的に続けました。

　だから、娘さんがずっと頑張ってくれていました。

『この人が、神様に誓った私の婚約者です！　村の皆さんはご存じなかったでしょうけど、そもそも、そんなことを皆さんに報告する義務は私にはありませんから！』

　って言ってくれて！

　娘さんのちょっと怒った様子は、とても名演技でした！　もう私のやることなんて何もないんじゃないかと思いましたよ！

　村人さん達がメチャクチャ怪訝そうな顔をしてきたんで、ここぞとばかり、私は見せてやりましたよ！　因幡さん渾こん身しんの偽造書類！

　村人達の顔色がサーッと変わったの、因幡さんに見せたかったですよ！」

「別にいい」

「ちょっと話が逸それますけど……、いったいどうやって、あんな複雑な手書き文字とか、周囲の模様を偽造できたんですか？　村人さん達が食い入るように見ていましたけど、バレませんでしたよ？」

「大したことはしていない。お前でも、やり方を教わればすぐにできる」

「というと？」

「まず、モデルにした書類をデジカメで撮とる」

「ふむふむ」

「名前のところだけ、パソコンで少し加工する。あとは、同じ材質の紙にプリントアウトしただけだ」

「うわー、文明の利器！」

「で？」

「ああ、話を続けます！

　そうこうしているうちに、登場しましたよ！　例の領主さんが！

　遠くからたくさんの馬車が近づいてきて、気付いた村人達が緊張したのが分かりました。やがて立派な一団が到着して──、

　因幡さん、見ました？　領主が乗っていた一台、とっても豪勢な馬車でしたよ！

　装飾が凄くて、豪華な洋館がそのまま走っているみたいでした！　周囲を、槍を持った兵士がギッチリ囲んでいて！

　そして、そこから降りてきた本当に太ったおじさん！　髪の毛がとても不自由な！　高そうな服を着て、偉そうな態度で、すっごく偉そうで！」

「二回言っているぞ」

「ああ、すみません！　だって本当に偉そうだったので！　あ、あと、私はこの世界に来て初めて太っている人を見ましたよ！　〝かつては食料事情が厳しくて、太れるのは裕福な人だけだった〟って言うのは本当だったんですね。学びました！」

「それ、誰が言った？」

「中学のときの、歴史の先生です！」

「ほう。なんて名前か、覚えてるか？」

「えっと……、すみません出てきません！　でも、先生の名前が何か……？」

「いやいい。領主の話を続けてくれ」

「はい！　で、そのデ──、とても太っちょ領主さんに、村人さん達はもうずっと頭を下げてヘコヘコしていて、見ていて清すが々すがしいくらいでした！

　娘さんはキリッと毅き然ぜんとしていましたけど、私には分かりました。ずっと足が小さく震えていたのが。

　だから私は、因幡さん渾身の偽造書類を持って、領主と娘さんの間に堂々と割って入って立って、ズバッと突きつけたんです！

　私も恐かったですけど、ここはもう堂々としなければダメだと！　こっちは神様が後ろにいるんだと思って、精一杯睨み付けました！

　するともう、効果テキメン！　領主さん、すぐに顔色を変えて、

『これはっ！　一体どういうことだっ！』

　すっごい大声で怒ど鳴なったんですよ！　それも私や娘さんにじゃなく、村人さん達にです！

『この娘は正式に婚約しているではないか！　貴様等は、この私に噓うそをついたのか！　この村総出で、私に恥をかかせたかったのかっ！』

　なんて叫んで、それからはもう大騒ぎ！

　領主の雷が次々に落ちまくって、村人さん達の中には泣き出したり、家の中へと逃げたりする人までいて！

　正直私は、見ていて楽しかったですよ！　必死になって、笑うのを堪こらえていました！

　そしたら、ビックリするようなことが起こったんですよ！

　ひとしきり怒っていた領主さんが、やがて落ち着いて、娘さんに言ったんです。

『おい娘。聞いた話だが、お前、字が読めるそうだな？』

　って。

　なんの話を始めたのかと思ってドキドキしていたら、娘さんがその通りですって、自分は町に出て、学者になるための勉強がしたいって言って──、

　そしたら、領主さんが、もっと驚くことを言ったんです！

『ならば、私が町で一番厳しい学校に通わせてやる！　今すぐこの村を出て、学校の寮りょうに入れ！』

　娘さんは一瞬ビックリして、それから、願ってもないことです、って半泣きで領主に頭を下げたんですけど……」

「続きは？」

「領主さん、今度は村人達に怒鳴ったんです。

『お前等は、私に酷く恥をかかせてくれた。その罰を与える。村の債権を全て無効とする。文句はないな？』

　って。

　村人さん達はもう涙目で従うしかなくて、見ていてとても気持ちが良かったです！

　ただ……、領主さんは、自分に恥をかかせた一因でもある娘さんへの嫌がらせも、キッチリと忘れなかったようで、

『おい娘。寮に入る以上、その男との結婚などは先延ばしだ！　覚悟しろ！』

　そうも怒鳴りました。

　これには娘さんも無言で頭を下げるしかなくて……、まあ、結婚自体は贋にせ物ものだから別にいいんですけど……。

　私は、ああ、この人本当に嫌な人だな、って思って……。精一杯、領主さんを睨みましたよ。〝ざっけんなこらー！〟って感じで！」

「そうか。領主はどうした？」

「え？　いえ……。〝ふん！　それがどうした！〟って感じで仰のけ反ぞって、睨み返してきました。

　私はさらに睨んで睨んだんですが、そして向こうも睨んで睨んだんですが……、まあ、話はついてしまったので、それ以上は何もできませんでした。

　それから、娘さんは領主さんに言われたとおり、すぐに村を出る準備を始めました。着替えて、とても簡単な荷物だけを持って、家から出てきました。

　小さな家は、もういらないから村に差し出すと言って、二度と戻らない決意を見せました。〝婚約者〟である私には、

『学校を終えたら絶対に結婚するから』

　って言って──、しばらく名残りを惜しむように抱き合って。

　そして、領主さんは、

『引き上げる！　こんな村にもう用はない！』

　そう言って、娘さんを自分とは別の馬車に乗せて、全員で村から出て行ってしまって──、

　私はそれをしばらく呆ぼう然ぜんと見送ってから、村人さん達の複雑な視線を背に、因幡さんのところに戻ってきた次第です。

　以上、ユキノレイの仕事報告でした！」

「上出来だ。お前は、十分に役目は果たした」

「え？　えへへ。ありがとうございます！　まあ結果的にはとてもよかったんですけど……、いろいろ釈然としません」

「どのへんが、だ？」

「領主さんは、今回の件で娘さんを諦あきらめるしかなかったですし、村人さん達の偽にせの借金を取り上げたのには拍手喝采ですけど、結婚を妨害したってことは酷い嫌がらせですよね。なんかそれって、すごく格好悪いなあと。でも同時に、行きたかった学校にあっさり行かせてくれるし、どういう心境なのかなって」

「ああ、なるほど。そこを分かっていなかったのか」

「ん？　どういうことですか？　因幡さん」

「事務所に戻ったら説明してやる。──御者さん。ここでいい。止めてくれ」




　　　　＊　　＊　　＊




「レイ！　ただ今戻りました！」

　蒸し暑い地下駐車場からエレベーターに乗って戻ってきたレイは、

「おかえりー！」

　古びたエアコンが頑張っている事務所で、応接用のソファーに座り、ファッション雑誌を読んでいた女社長に迎えられた。

「お仕事お疲れお疲れ！　アイスコーヒーとか、冷たいコーヒーとか、飲む？」

「いただきます！」

「オッケー！　どっちがいい？　──と、その前に、シャワーでも浴びてくる？」

「いえ！　あとでいいです。先に、因幡さんの説明が聞きたいです！」

　レイが、白い制服の背中で長い髪を揺らしながら因幡に振り向いた。

「仕事は上手うまくいったみたいだね。で、〝説明〟とはなんだね？」

　冷凍庫から氷を出してグラスに入れていた因幡が、ぽつりと答える。

「領主の腹積もりの件ですよ」

「ああ、なるほど」

　それだけで社長が納得してしまったので、

「え？」

　レイは二人の顔を見るために首を素早く往復させた。

　因幡は三人分のアイスコーヒーを作って、ストローを刺して、二つを応接テーブルに置いた。レイが、社長の前に座る。

　因幡は脇で立ったまま、グラス片手にレイを見下ろして、

「今回の依頼者は、あの領主だ」

　サラリと言った。

「えー！」

　汗をかき始めたグラスを手に、レイが驚いて体を揺らし、目を見開いた。持っていたコーヒーが、あと少しでこぼれるところだった。

　ポカンとするレイに、因幡は、

「あの村娘だと思っていたか？　違う。あの領主が依頼者だ」

「な、なんと……。そうだったんですか……。えっと、どういうことですか？」

「領主は村人に引き合わされた際、村が彼女を差し出そうと、いや〝売ろう〟としていたことにすぐに気付いた。借金の嘘も当然見抜いていた。人を村にコッソリと送って調べて、彼女の置かれた状況や、将来の夢のことなんかも知っていた」

「そ、それから？　それから？」

「領主は、村娘をあの村から救い、学校に行かせる方法を考えた。私利私欲での成せい敗ばいにならず、全員が納得せざるを得ない方法をな」

「それが、偽の婚約者のでっち上げだったんですね……」

「そうだ。結婚宣誓証明書のモデルを俺に貸してくれたのも、もちろん領主だ。往復に使った馬車も領主ので、御者も手下だ。そもそもお前、行きも帰りも、俺が声を潜ひそめずに全部説明していたのを、なんとも思わなかったか？」

「そ！　そういえば……」

「詰めが甘ーい！」

　社長がテーブルの向こうから言って、そしてアイスコーヒーを飲んで、

「これも甘ーい！」

　ブラックで作った因幡が、社長の冗談をスルーして続ける。

「もちろん村娘には〝偽の婚約者が行く〟とはコッソリと言ってあるが、領主のことは知らない。遠くに住む父親の旧友が手を回してくれた、という嘘を伝えてある」

「なるほど……。分かりました……。大変によく分かりました……。そして、領主さんが、とっても名演技だったってことも……。あっ！」

　レイが因幡の目をじっと見上げて、

「どうした？」

　数秒後に、因幡が聞き返した。

「因幡さんが馬車で言ったこと、分かりました。あの領主さんが──」

　レイは、アイスコーヒーのグラスを机に置いた。

「〝私の観客〟、だったんですね？」

「そうだ。楽しんでもらえたのなら、いいな」

「そうですね。はい、そうですね」

　レイは何度も頷いて、そして再び持ち上げたアイスコーヒーのストローに口をつけようとして、

「でも──」

　寸前で止めて、因幡へと訊ねる。

「あの領主さんは、どうして、わざわざそんなことをしたんでしょうか？　普通に村の嘘を暴くだけじゃなく、わざわざ娘さんを手助けするようなことを……。単に、余興として楽しみたかったんでしょうか？」

　因幡が、答える。

「お前は、男は演じられるが、男心は分からないな」

「むっ！　確かにその通りです！　今後の課題とします！　そして？」

「…………」

　ストローに口を付けて答えを渋った因幡だが、ゆっくりと、甘くないアイスコーヒーを飲み込んでから、口を開いた。

「それはな──」

「それは？」

「あの領主が、本気であの村娘に惚れていたからだよ。彼女に、幸せになってもらいたかったんだ」





おしまい　　　


















第四話「ロウソクは消えない」

─Murder Case!?─










　都会の片隅に、その小さな小さな芸能事務所はあった。

　私鉄の駅前にある、間違いなく昭和に建てられたであろう細い雑居ビル。いかがわしい店が看板を並べる中、その三階を借りていた。

　狭いエレベーターホールの前には、

『有栖川芸能事務所』

　そう書かれた小さなプレートがぶら下がっていて、そのドアの先に、応接室と事務室を一緒くたにしたような部屋がある。

　隣には磨りガラス窓で仕切られた部屋があって、『社長室』のプレートがあった。

　その社長室から──、




「あー、よく寝た！」

　真っ赤なスーツスカート姿の女性が、ドアを開けて出てきた。

　この芸能事務所の、四十代と公表しているが、それよりグッと若く見える女社長で、

「おはようございます！　お昼寝でしたけど！」

　事務所のソファーに座っていた女の子が、付けていたヘッドフォンを外して立ち上がった。

　身長は百五十センチほど。白いワンピースの、右胸の位置に大きな青いリボンが目立つ制服を着て、腰まである長い髪をカチューシャで留めている。

「あー、黙って寝かせてくれていたんだよね、レイ。あんがとさん。因幡から電話とかあった？」

「いいえ。どなたからも。コーヒー飲みますか？」

「あんがとさんアゲイン。いただくわー。今日はホッとしたいからホットで！　熱いのよろしく」

「はい！」

　部屋の端に置いてあるコーヒーメーカーに向かったレイと入れ替わりに、社長はソファーにどっかりと座った。そして、

「お？」

　テーブルの上に角度を付けて置いてあった、ヘッドフォンが繫がっているタブレット端末を見た。

　画面の中で、インターネット配信の映画が一時停止状態になっていた。それは一九八〇年代の邦画で、制服を着た高校生の男女が、古い街並みの中を並んで歩いているシーンで、
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「おっ！　この映画を観てたんだー。いいねえ。色あせない名画だねえ。ナイスなシーンじゃん。邪魔して悪かったねえ」

「大丈夫ですよー。今日これで連続三回目ですから」

「うわ熱心！」

「それに、一時停止とか十秒戻しとかしながら見るのも、よくやりますし！」

「私もー！　なんか気になるシーンはじっくり見たり、調べ物したりしちゃうのよね。二時間の映画を三時間かけちゃうことも！　ねえレイ、この映画を以前に観たことあった？」

「うーん、あったようななかったような……」

「そっかー！　ま、いいや。それよりね──」

　コポコポとコーヒーメーカーが立てる音をＢＧＭに、社長が語り出す。

「この映画、プロデューサーが、ヒロイン役の女の子にトコトン惚れ込んで作ったって話をどっかで聞いたわね」

「へえ……。監督さんも、とても有名な方ですよね？　亡くなられていますけど」

「そう。この映画は、誰もが認める、彼の代表作の一つになった。この女優さんは若くて瑞みず々みずしいときを、永遠に残るフィルムに残してもらえた。絶対にこのときこの人じゃないとできない演技を見せた。そして、何十年も経った今も、こうして私達は観ることができる」

「素敵ですね！　私も、いつかそういう映画に出てみたいです……」

　うっとりと目を輝かせるレイに、

「うん。頑張っていれば、いつかはチャンスをものにできるさね。で、〝頑張る〟の具体例だけどね、レイ」

「はい」

「なんといっても、監督の期待に応こたえること！　映画は監督が創る物なんだから、その要望に、たとえ自分の望む演技と違っても応える。たいていの場合、そして今のレイの場合、監督の方が経験豊富なベテランなんだからね」

「はい！」

「そりゃあ、やっているうちに〝なんだこの指示！〟って思うこともあるかもしれないよ。〝このシーンのこの演技必要？〟とか〝オメエさん一体全体何が撮りたいの？〟ってね。あまりに生理的に合わなくて、監督のことを〝キモ！〟って感じるかも。実際、キモくて気持ち悪い、ぶっちゃけ何考えているか分からない人もいる。でも、一つの芸術を創り上げる監督には、やっぱり演者は黙って従わなければならないって思うのよねー」

「はい！　大変よく分かります！　肝きもに銘めいじておきます！」

「いい返事だ。それに」

「それに？」

「とりあえず従っておけば、映画がコケたらぜーんぶ監督のせいにできるんだぜ？」

「あはは！」

「まあ、とは言っても、本当にイヤな仕事を無理して受ける必要はないよ。そんときは、相手がどんな巨匠でも、〝イヤでーす！〟って叫んでいいのさ。仕事を蹴けれるのも、一流女優の嗜たしなみだぜ？」

「そんな日が来ますかねえ……？」

「今日かも？　因幡がどんな世界からどんな仕事持ってくるか、分からんからねー」

「あはは」

　レイはコーヒーメーカーからマグカップに注いで、社長の前に置いた。自分は反対側のソファーに戻ると、カップの取っ手を手にしたまま、問いかける。

「前から時々思っていたんですが、社長って……」

「んー？」

「演技の経験、おありなんですか？」

「んー。どうだったかなー。あったようなー、なかったようなー。んー」

「分かりました。では、いつか教えてくださいね！」

「ん。約束する──。あちっ！　でも、美味うまい！　あんがと、レイ」

「どういたしまして」

　レイが、自分のコーヒーに口を付けようとした瞬間だった。事務所のドアが開いて、紺色のスーツ姿の小柄な男が入ってきた。

「戻りました」

「お帰りなさい、因幡さん。コーヒーできたばかりです」

　レイは自分のカップを置いて、再び席を立った。

　因幡と呼ばれた男は、背丈は百五十五センチほど。染めたのか生まれつきなのか分からないが、鮮やかに白い短髪と、クリッとした大きな両目を持つ。まるで外国人の純朴な少年のように、レイより年下に見えた。

「どうも」

　因幡はゆっくりとソファーに座り、そのまま天てん井じょうを仰あおいだ。

「おや、疲れてるね。新しい仕事ゲットできなかった？」

　対面に座る社長に聞かれ、

「いいえ。並行世界で、一つ大きな依頼がありました。おそらくは、いや間違いなく、レイにしかできない仕事が」

「ほう、さっすが敏腕マネージャー！　どんな？」

「私も知りたいです！」

　レイが部屋の隅から、コーヒーを注ぎながら言った。

　因幡はレイをチラリと見て、

「映画の出演だが……」

「映画！　普通の演技！　銀幕デビュー！」

「これは……、大変な仕事になるだろうな……」

　因幡は、淀よどみのある口調で言った。

「因幡さんが言い淀むのは珍しいです……。〝大変〟、とは？　〝普通〟じゃない仕事ならもうやりましたよ？」

　マグカップを手に戻りながらレイが訊ねて、

「まあ……、死ぬ気なら、できる仕事だ」

「やります！」

　気合いと共にテーブルにコーヒーを置いたレイを、因幡は横目で見上げた。

「言ったな？」




　　　　＊　　＊　　＊




「本当に、日本にそっくりですねえ……」

　黒いワゴン車の後部座席から、レイは外を眺めながら言った。

「日本だからな」

　運転席でハンドルを握る因幡が、短く答えた。

　事務所の地下駐車場から出て〝並行世界〟に入ったワゴン車は、人も車も多い、昼過ぎの町中を走っていた。

「これがもう、別の世界なんですね……。最初のときにまったく気が付かなかったのも、無理はありませんね……」

「ここは、〝俺達の世界〟とよく似ているが、まったく同じではない。今から向かう日本の首都は、東京ではなく栃とち木ぎ県の那な須す塩しお原ばらだ。一九九〇年代に、災害から首都を守るために機能のほとんどを移設したからな。この世界ではバブル経済も、その後のバブル崩ほう壊かいもなかった」

　レイは因幡へと顔を戻す。サイドミラー越しに、時々目を合わせる。

「へえ……。よく分かりませんが……」

「他にも、芸能界で活躍している人達も違うし、作られた作品も違う。ところどころで会話が通じない可能性がある。自分の世界の知識はなるべく出すな──、というより、並行世界から来たことは一いっ切さい喋るな。これから会う全員が、俺達の事情を知っている訳ではない」

「はい、分かりました！　それに、言ったって信じてくれないですよね！　私だって、実際に体験するまでは、何を言われても絶対に信じなかったと思います！」

「だろうな」

「では、お仕事の内容を聞かせてください！」

「分かった。だが、さっきも言ったが、この仕事は詳しい説明を聞いて、さらに依頼者と会って話した上で、お前の判断で断ってもいい。事務所としても、強制は一切しない」

「因幡さんがそうまで言うのは、本当によっぽどなんですね……。そんなに、人によっては抵てい抗こうがある仕事なんですか……？　はっ！　まさか、この年でヌード撮影とかっ！」

「いいや、服は一切脱がなくていい」

「キ、キ、キ、キスシーンですか？　あ、あるいはそれ以上のっ！」

「いや、誰とも絡からまない。最初から最後まで、一人で演技してもらう」

「じゃあ……、ハードすぎるアクションとか？　ビルからビルに飛び移ったりしなくちゃ？」

「アクションも、ない。演じる場所は、狭い部屋の中だけだ。およそ数分」

「…………。降参です。教えてください」

「死ぬ必要がある」

「は？」







　空を削けずろうとそびえる超高層マンション、その最上階にある広い部屋で、

「よく来てくれたね！」

　レイと因幡は、八十はゆうに超えている年齢の男と向き合っていた。

　頭には髪の毛が一本も残っておらず、顔はシミと皺しわだらけの老人だが、服装はジーンズにパステルピンクのカーディガンと若々しい。それに似つかわしく、目にはギラギラとした活力がみなぎっていた。

　部屋は三面が大きなガラスで囲まれていて、夕暮れの世界で、那須に造られた高層ビルの街並みから、東西にそびえる山々の稜りょう線せんまで一望できた。

　部屋の中央で、事務所のそれとは比べようもない豪華なソファーに老人が、頑丈そうなテーブルを挟んだ反対側にレイと因幡が座っている。

　部屋の壁かべ際ぎわにはキッチンスペースとバーカウンターがあり、黒いベストとワイシャツ姿の中年男性のマスターと、先ほどテーブルにコーヒーを運んできた若いウェイトレスが控ひかえていた。

「改めてこんにちは、だ。ユキノ・レイ君。僕が、映画監督の田た中なか・フィッツジェラルド・ハンスだ！　ハンスちゃんと呼んでくれ！　何か、僕の作品を観たことあるかな？」

　田中は、歳にまったく似合わない、そして雰囲気には似合う溌はつ剌らつさでレイに訊ねた。レイは、

「はい！　監督は長い間ご活躍で、とてもたくさんの映画を撮られていますので、全部を観たわけではないのですが、『ある漁港の一日と円周率』は楽しく観させて頂きました！　ヒロインが猫と一緒にそろばんを弾くシーンが特に印象に残っています！」

　負けじとハキハキと、ここに来るまでの車の中で観た、この世界の映画の感想を答えた。〝ハンスちゃん〟とは呼ばなかった。

「おお嬉しいね！　どれか一つということなら、いいチョイスだ！　さては、因幡君の入れ知恵だね？」

「はい！　あ、えっと、はい……」

　レイの隣に座る因幡が少し眉根を寄せたが、田中は一切気にせずに、

「あはは！　正直で結構！　私も百本以上映画を撮ってきたけど、マイベスト五に入る出来だと思っているよ！　さあて、さっそく仕事の話だが！」

　田中が言うと、バーカウンターからマスターとウェイトレスがスッと出て、深々と一礼をしてから部屋の外に去った。

　三人だけになった部屋で、

「さーて、因幡君から、ドコまで話を聞いているかな？」

　田中は、覗き込むように訊ねた。

　レイが、しっかりと田中の目を見据えて答える。

「はい……。監督が、人生最後になるかもしれない一本を、今まさに撮っていらっしゃること。そして、一番重要なシーンを、ご希望通りに演じられる女優がいなくて、撮影が止まっていることを伺っています。そして、私なら──、いえ、私だけが、それができるということを」




　数十分前、那須に向かって東とう北ほく道どうを走る車内でのこと。

　運転席と後部座席で、因幡とレイが言葉を交わしていた。

「その写真の男が、日米ハーフの田中・フィッツジェラルド・ハンス。御おん年とし八十七歳だ。そして〝この日本で〟最も名の知られている映画監督だ。いいや、〝この世界的にも〟だな。映画は世界中で公開されるし、米国のアカデミー賞に四回ノミネートされて、二十三年前と四年前にそれぞれ受賞している。それ以外の映画賞の受賞歴は、多すぎるので省はぶく」

「はあ……。オスカー二回って……、本当に凄い人なんですねえ」

「世界の巨きょ匠しょうと言っていいだろうな。俺達の世界にはいない人だな」

「その人の映画に出られるって……」

「大変な名誉だ」

「出たがる人……、たくさんいるんじゃないですか？」

「ああ。だが今回は、監督の期待に添える人は、一人もいなかった」




「そうなんだよ！　レイ君！」

　広い部屋中に声を響かせて、田中ハンスが叫ぶ。

「今回ばかりは、本当にホトホト困り果てたよ！　この映画を撮ることをギブアップしかけたこともある！　だが、どうしても諦めきれなかった！　僕の人生最後の作品になるだろうこの作品を！」




「田中監督が撮ろうとしているのは、若い頃からずっと温めていたオリジナルの脚本だ。いつかこの映画を撮ろうと思って業界に入ったが、いろいろな理由で、ずっと不可能だったそうだ。いよいよ歳を取って、体力的にも人生最後のチャンスだと思った監督は、多額の私費を投じて、プライベートフィルムとして撮ることにした。もちろん完成したら、あちこちから買いたいというオファーがくるだろうけどな」

「それは、さぞかし思い入れも強いでしょうね」

「そして、ほとんどの撮影は終わっている」




「本当に、最後の最後！　たった一ピースなんだよ！　巨大なジグソーパズルの最後の一ピース！」

　田中が、ソファーから身を乗り出して熱弁する。

「あとたった一シーン！　それで、それだけで、僕が長く長く温め続けた、そしてここ一年撮り続けた、この映画の撮影は終わるんだ！」




「残りは、映画の序盤の数分のシーンだけだ。しかし、それが難関になった」

「どんなお話なんですか？」

「脚本はあとで読ませるが、プロットはこうだ──。冒頭、一人の少女が、自宅で毒による死を遂とげる。体が動かなくなって、やがて呼吸が止まり死ぬまでの数分間、少女は自分のことを動画で撮り続けた。意識があるうちに、いろいろな人への難解なメッセージを残した。彼女が殺されたのか、それとも自殺したのかは、その段階では分からない。どっちとも取れる。その動画は彼女の死がニュースになった直後、何者かの手によって、彼らにＥメールで一いっ斉せいに届けられる」

「すごくそそられる導入部です！　それからどうなるんですか？」

「名指しされた人達は、当然だが疑ぎ心しん暗あん鬼きに取り付かれる。彼女が自殺したのだと思った人は、その理由を探さがそうとする。殺されたのではないかと思った人は、犯人を捜さがしたり、復ふく讐しゅうで周りの人間を殺し始めたりする。警察も、事件性があると考えて捜そう査さを始める。こうして、多種多様な人のエゴや勘かん違ちがいが幾いく重えにもぶつかり合って、とんでもない大騒動が巻き起こる。この先はネタバレになるから省略するが、最後には少女の意図も全て分かって、見事な結末になる」

「面白そうです！　そしてそんな大切な冒頭のシーンに、私が求められていると……。では因幡さん、教えてください。さっき言った、〝死ぬ必要がある〟って、どういうことですか？」

「今の話で気付かなかったか？　どうにもこうにも、そのまま、文字通りの意味だ」

「え？　まさか……」

「その〝まさか〟で正解だ」

「うげっ──」




「他は全部撮れているんだ！　この国の、いや世界中から集まってくれた素晴らしい俳優達が、僕の期待に全力で応えてくれた！　言うことないパーフェクトな出来だ！　でも、その少女の死のシーンだけが！　劇中で何度も何度も流れるその映像だけが、まだ撮れていないんだ！　いや、いろいろな若手実力派女優に声をかけて、幾度もトライはした！　彼女達の演技力に概おおむね不満はなかった！　大変によくやってくれた！　でも、違うんだよ！　僕の求めるシーンとは違うんだ！　どうしても、どうしてもダメだったんだ！　僕が望む、死のシーンを演じきれる人はいなかった！」




「つまり……、因幡さん……。田中監督は、私が本当に死ぬシーンを撮ることで、映画を完成させようとしている……」

「そうだ。実際に毒を飲んで、効いてきたら演技をする。用意された台詞を全て、意識を失うまでに演じきる。お前はそのまま死ぬが、もちろん知っての通り、実際には死なない。元の世界に戻るだけだ」

「なるほど……。それならば確かに……、とんでもなくリアルなシーンは、撮れますね……」




「僕は、すっかり諦めかけていた。しかし因幡君から、〝難しいシーンの若い女優を探していることを知りました。俺なら、並行世界から演技のできる少女を連れてこられるかもしれません。彼女なら、この世界で死んでも元に戻るだけです。ただ、事が事なので強制はできないので、最終的な説得は監督にお願いすることになると思います〟──そう聞かされたとき、答えが見つかった！　その方法しかないのだと！　ああ、いや、分かっている！　僕にも分かっている！　人が本当に死ぬシーンを映画に使うなど、ある意味外げ道どうの所業だと思う！　クリエイターとしての敗北だと！　でも、他に方法はないんだ！」




「因幡さん。毒って……、どんなのを飲む必要があるんですか……？　実際に死ぬほど苦しかったら、演技にならないのでは？　台詞が全部言えないと、その映画が成立しませんよね？」

「その通りだ。だから、体は動かなくなっていくが、同時に痛み止めも入った薬を用意してみた。以前俺が行ったことがある異世界に、そういう安楽死用の薬があった。その世界の連中曰いわく、四し肢しの自由がきかなくなるが、遺ゆい言ごんのために言葉と呼吸は保てて、最後はストンと眠るように死ねるそうだ。そう聞いただけで、実際に俺も見たわけではないが」

「うーん……」

「レイ、まあ、あまり心配するな」

「因幡さん……」

「お前なら、リテイク可能だ。ＮＧが出たら、もう一度連れてきてやる」

「いやそうじゃなくてー！　いや、そうですけど！　できれば本番は一発で決めたいですよ！」

「やる気か？」

「むう……」

「さっきも言ったとおり、今回は最終決断をお前に任せる。死なないとはいえ、死ぬのはイヤだろうからな」

「…………。でも……」

「でも？」

「これ、絶対に私にしかできない仕事ですよね？」

「そうだな。この世界でこれができるのは、お前だけだ」

「トライする価値、ありますよね……」

「かもな。さっきも言ったが、本人に会って話を聞いてから決めてもいい。もうすぐ着くぞ」




「だから！　ユキノ・レイ君！　どうか……、どうか！　先の短い老いぼれの人生最後の頼みを、聞いていただけないだろうか！　この通りだっ！」

　田中がテーブルに両手を勢いよくついて、深々と頭を下げた。重く頑丈なテーブルのおかげで、コーヒーはこぼれなかった。

　レイは飲もうとしていたコーヒーカップを置くと、すっくと立ち上がった。

「やります！　監督！　私は、見事にカメラの前で死んでみせましょう！　死ぬまで演技を続けてみせましょう！」

　田中は、風切り音と共に顔を上げた。

「おお！　やってくれるかね！　レイ君！」

「はい！　監督の期待に応えることが女優の頑張りだと、うちの事務所の社長から教わりました！　今の私にしかできないことを、思い切ってやってみたいです！」

「ああああっっ！　あ、ありがとう……！　ありがとう！」

　両目からダラダラと涙をまき散らし、ついでに鼻水も豪快に垂らし始めた田中を見て、

「うっ！　やっぱりキモいかも……」

　レイは小声で漏らしたが、

「そうかやってくれるかあああああ！」

　田中には聞こえなかったようだった。




　　　　＊　　＊　　＊




「お帰り！　レイ！」

「ただいまです、社長！　死ぬ演技！　無事に終わりました！」

「大丈夫？　気分悪くない？　恐くなかった？」

「やっている時は必死で分からなかったですし、今はもう全然平気です。最初のときと一緒です。まるで何もなかった感じです！」

「それは良かった！　ああもう座って座って！　コーヒーは私に任せろー！」

　社長に肩を押されて、制服姿のレイは事務所のソファーにペタンと座った。

「ほんで、因幡は？」

「私を地下で降ろしたあと、また車で出ていきました。行き先は別の世界、でしょうか？」

「かもね。それとも単に買い物か。まあ、どんだけかかっても、すぐに戻るよ」

　その言葉を聞いたレイが、壁にかかっている時計を見ると、

「ん……？」

　因幡と一緒にこの部屋を出発してから、わずか十分ほどしか経っていなかった。

「ええーっ？」

　上半身を跳ねさせるほど驚いたレイに、社長はサラリと言う。

「ああ、時間のこと？　因幡は、どんな世界に行っても自分の好きな時間で戻ってこられるよ。それこそ、出発した三秒後にだってね。時間を遡さかのぼるのは、さすがに無理だけどねー」

「はあ……。すごい……。でも、どうしてそんなことが……？」

「〝できるから〟でしょ？」

「言うと思いましたー！　でも、これまでは向こうで過ごした時間と同じくらいで戻ってきたのに、今日だけはずいぶん早く戻ってきましたね？」

「アイツめえ、私が心配していたから、早く連れて帰ろうとか思っていたかな」

「う──、優しい！」

「そういうとこあんのよー」

「因幡さんもそうですけど、社長もですよ！」

「あら嬉し。──って噂をすれば、実態を見せずに忍び寄る白い影！」

「戻りました」

　ドアを開け事務所に戻ってきた因幡が、スーツのポケットから、ＵＳＢメモリを取り出した。

「これ、完成した映画です。撮影から一年後に行って手に入れてきました」

「やるじゃん因幡！　気が利きく男はモテるよ？　で、映画はヒットしてた？」

「大変な大ヒットです。世界中で公開されて、当たっています、ひょっとしたら、またオスカーかもと」

「すごっ！　見せて！」

　ＵＳＢメモリを受け取った社長に、

「見たいです！」

　レイは振り向きざまに叫んだ。

「私の〝決死〟の演技を！」







　映画の始まりは、狭い部屋だった。

　閉じられた窓の外では、黒い雲が強い風に勢いよく流されている。窓まど枠わくが揺らされる音だけが、時々聞こえる。

　古びた木製の、布団もなくフレームだけのシングルベッドの上に、紺色のセーラー服を着た、少女が座っていた。

　白い靴下を、そして室内なのに、右足だけ革かわ靴ぐつを履はいていた。長い黒髪を三つ編みにして、両脇に垂らしていた。

　まるで窓の外の空のような、曇っているがダイナミックさを感じさせる瞳で、じっとこちらを見つめていた。

　石像のように硬く引き締まった顔をしていた少女は、スッと息を吸うと、ゆっくりと喋り出す。

『皆さんがこれを見ている頃、私はもうこの世にはいません』

　そして、慈母のように微笑んだ。

『だから、死ぬ前に、言い残したいことがあります──』




　静かに始まった映画は──、

　少女の名前も出ず、カメラは一切動かず、ワンカットのまま、ＢＧＭもなく進む。

『朽くち木きの叔お父じさん、叔お母ばさん。今まで育ててくれてありがとうございます。お庭の、コタロウのお墓の脇に、クッキーの缶を一つ埋めておきました。どうか、それを見つけてください』

『私の話し相手になってくれた、ゲーム仲間の〝カール五世５５６〟さん。ずっと本当の事を言えなくてごめんなさい。〝古き森〟の中で話したこと、覚えていますか？　どうか、思い出してください』

『校長先生と、クラスメイトのマキちゃん。あの日学校で起こったことは、誰にも言いません。あの世まで持っていきます。でも、二人のうちのどちらかが、本当のことを喋ってくれると、きっと最初に喋った方は、罪に問われないと思うのです』

『ああ、大切なことを忘れていました。黒い服の人さん。ありがとうございます。こんな場所を貸してくれて。なんだかいい気分です。あと、ごちそうさまでした。美味おいしかったです』

　淡々と、少女は語り続けた。

　さらに数人の名前を出して、第三者にはよく分からないメッセージを残して、映画が始まって四分を過ぎたとき──、

　少女の体に変化が現れる。

　セーラー服のスカートが、つまり両脚が、小刻みに震え出した。右足の革靴が、小さく音を立て始めた。

　それに気付いた少女が、

『あはっ』

　小さく、しかし楽しそうに笑うと、震える両脚を持ち上げて、ベッドに仰あお向むけになった。

　それからずっと、少女が顔だけをカメラに向けたまま、喋り続ける。

　さらに十人ほどへメッセージを残し続ける間、少女の手足の痙けい攣れんはますます酷くなり、古いベッドがギシギシと揺れる音が聞こえ始めた。

『ああ、言えた……。言いたいことが、全部言えました……。あとは、皆さんに……、全てを、お任せします……』

　弱々しく言ったその言葉を最後に、少女はカメラに顔を向けたまま、動かなくなった。

　風の音とベッドの軋きしむ音と共に、少女は目を開けたまま、置物のように静止し──、

　それからの数十秒、ずっと体が細かく痙攣するだけの時間が流れ──、

　やがてそれも止んだ。

　動かなくなった少女の両目が、じっとカメラを見つめていた。







　画面が切り替わって、首都〝那須〟の風景が空くう撮さつで流れ始めて、

「うひょー、ちょっと止めていい？」

「もちろんです！」

　社長がリモコンで一時停止をして、

「あの古風な美少女！　誰っ？」

「私ですよーっ！」

「お主かーっ！」

　ソファーに並んで座る社長とレイが、楽しそうにはしゃいだ。因幡は、一人その後ろで、小さな折り畳み椅子いすに腰掛けて、いつも通りの仏ぶっ頂ちょう面づらをしていた。

「いいねえ。雰囲気違うねえ。メイクさんの腕もいい」

「ですよね！　すっごく素敵に仕上げてくれました！　あの制服も、とても着心地が良くて高そうな生地でしたよ！」

「これ、部屋にいたの監督だけ？」

「はい！　古いアパートを一軒借り上げて撮影したんですが、現地に行ったのは三人だけです。因幡さんは、部屋の外で待機です」

「なるほどー。まあ、監督としては、本当に死んじゃうなんてバレたくないもんね。それで、撮影は、一発ＯＫだったの？」

「一発です！　台詞を覚えるまで何度かリハをして、動きの確認とか目線とかの演技指導を受けて、それから天気を待って」

「どだった？」

「緊張しました！　最初のうちは、因幡さんが用意した薬がどういうふうに効いてくるか分からなくて、足が動いたときにちょっと喜んじゃって、ダメかと思ったんですけど、ＯＫもらえてよかったです。台詞が一箇所飛んじゃったときは、監督が急にフリップを出してくれたんですよ！」

「ほー、分からなかったわ。よく繋いだね。──レイの演技、実によかったよ」

「でも、でも、手足が動かなくなっていくところとか、あれは私の演技じゃないですから……。本当に痺しびれてきて無くなっていくみたいで、普通に身を任せて喋っていればよかったので、一いっ生しょう懸けん命めい頑張りましたけど、でも実力じゃないなあと……」

「まあまあ。あんな痙攣の演技ができる人、たぶんいないよ。それこそフルＣＧとかにしないとね。レイはよくやった！　褒めてつかわす！」

「えへへ。ありがとうございます！」

「ちょっとイヤーなこと聞くけど、死ぬ時どんな感じだった？　目は見えてた？」

「そうですね。見えていましたし、音も聞こえていましたね。ただ、目を開けているのに、急にズーンって眠くなってきて」

「それを撮ってるとき、監督どんな顔をしていた？」

「え？　モニターをずっと覗いていて、見えませんでしたね」

「なるほど……」

　呟いた社長は、因幡に顔を向けた。

「このあと、どしたの？　レイの〝死体〟は？」

「ああ。俺が背負って、車へ運びました。帰路では誰にも見られないように、後部座席にカバーをかけておきました」

「ならよかった」

「物ですかー！　でも、ありがとうございます！」

「そんじゃ、レイ。続き見ようか？」

「はいっ！」







　およそ二時間半後、窓の外では空が暗くなり、低い位置でケバケバしいネオンが輝きだした頃、

「面白かったですっ！」

　やたらに長いエンドクレジットが終わるまで見たレイが、映画の感想を一言で述べて、それから一番嬉しかった箇所について触れる。

「〝死ぬ少女　ユキノ・レイ〟！　田中監督、キャスト欄を登場順にしてくれたんですね！　ああ、嬉しいですっ！」

「うんうん、映画初出演おめでとう！　レイ！　いい作品だったね！　これはもう、不ふ朽きゅうの名作になるねーっ！　よかったよかった！」

　社長も、満足げに何度も頷いた。

　そして、冷めたコーヒーを新しいものに取り替えていた因幡へ訊ねる。

「向こうの世界で、レイのこと話題になってる？　どんな評価？」

「映画雑誌などでは、〝冒頭に、そして途中何度も流れる少女のミステリアスな死のシーンは文句なく素晴らしい〟なんて書かれていましたね。概ね高評価かと。ただ、やはりあの世界の錚そう々そうたる俳優達が山ほど出ていますので、どうしても本題はそちらに」

「そっかー。まあしょうがない。他の俳優さん達も、気合い入っていて見事だったしね」

「私は十分嬉しいですよ！　この映画に出られてよかった！　ああ、頑張って死んでよかった！」

　レイは胸の前で手を組んで空を、実際には事務所の天井を見上げた。

「〝あの迫真の演技を成し得た、ユキノ・レイとは一体誰だ？〟なーんてハナシは？」

　社長が再び因幡に聞いて、

「少しありましたが、監督が記者会見で、〝一本だけ出て引退する約束だった。それ以上のことは言えない。彼女は普通の生活に戻ったので、どうかそっとしておいてほしい〟と。巨匠がそう言うのならと、深い追及はナシです」

「なるほどー。じゃあ──」

　コーヒーをテーブルに置いた因幡へ、社長はニヤリと微笑んで訊ねる。

「本当に死んだことに、気付いている人はいなかったと」

「でしょうね。監督は、一世一代の大おお博打ばくちに勝ったということでしょうね」

「まったく、とんでもないヤツだわね。とんでもない映画を残したもんだわ」

「ん？」

　天井を見ていたレイが、二人の会話に首を傾げて、

「どういうことですか？　監督さん……、何か？」

　因幡と社長を、交互に見み遣やった。

「うんうん。やっぱり気付いてなかったかー」

　社長が、

「まあ、気付かなくてもいいですし」

　そして因幡が言って、レイは口元を引き締めながら目元を尖とがらせた。

「その言葉に、さしもの私も、何かを……、重要な何かを見逃している事に気付きましたよ！　それは！　それはきっと──、えっと……、なんでしょう……？」

「ぶっ！　降参かい！」

　社長が吹き出しながら言って、

「ほれ因幡、説明しておやりなさい」

「はい。──じゃあ言うぞ」

　ごくり。レイが生なま唾つばを飲み込んだ。

「田中監督だがな、信じていなかったんだよ」

「監督が？　何を？」

「俺達が、並行世界から来たってことを」

「え？」

　数秒固まっていたレイだが、その間に頭は回ったようで、

「あーっ！　そっか！　そうですよね！　だって、普通は信じませんもんね！」

「そうだ」

「じゃあ、因幡さんが私を売り込むときの言葉は、どう捉とらえていたんですか？」

「嘘だと思っていたに違いない」

「じゃあ、〝死なない〟私のことは？」

「それも信じていない」

「じゃあ、じゃあ、〝この子は本当に死んだ〟と思っていたんですかーっ？」

　因幡はこくんと頷いて、

「監督はレイが本当に死んだと思っている。自殺志願者が、最後に何か残したくてやった行動だとでも思っているだろう。そして俺のことは──、〝そんな人を連れてきて、バレないように死体の処理までやってくれた裏社会の一員〟ぐらいに考えているだろう」

「うわーっ！　そうじゃないのに！　並行世界から来たから、死なないから、本当は死なないから、やったのに！」

　頭を抱えたレイの脇で、社長がニヤニヤと笑いながら言う。

「あの監督、人生をかけてやりたかったことが、〝殺人フィルム〟を撮りたかったってことよね？　あるいは、〝リアリズムを追求した映画を撮りたかった〟のか」

「そのへんのことは聞いていません。ひょっとして、両方かもしれません」

　因幡が淡々と答えた。

「まったく闇やみが深いわー。ブラック・アンド・ディープだわー。巨匠って、みんなどっかアタマがアレなのかしらねえ」

「うわー！　な、なんて人だっ！　というか、ひ、人でなしっ！」

　頭を抱えたまま首を振ったレイに、因幡が言葉を足す。

「実はレイ──、この完成データをもらうために監督と会って話をしたんだが」

　首を振っていたレイが、ピタリと止まった。

「え？　あ──、ひょっとして、何か私のことを言っていましたか？　少しでも、気にかけていましたか？」

「ああ」

「なんとっ？」

「今回の映画、あまりに人気が出たので、続編の製作が決まったそうだ。監督も、今度こそ人生最後の映画になると、やたらに乗り気だ。やはり少女の死から始まる映画なので、〝もう一人、見つけてこられないかな？〟と言われた」

「うげっ！」

「おっとー！　どうするレイ？　〝双子の姉がお世話になりましたー！〟とか言ってまた映画に出てみる？　あの世界であの監督についていけば、超ビッグな女優になれるかも！」

　社長が訊ね、

「どうする？　決めるのはお前だ」

　そして因幡が訊ねた。

　レイは大きく息を吸って、

「イヤでーす！　もうあの監督の仕事は受けませんっ！」





おしまい　　　


















第五話「たった一つの願い」

─How to Survive─










　都会の片隅に、その小さな小さな芸能事務所はあった。

　私鉄の駅前にある、間違いなく昭和に建てられたであろう細い雑居ビル。いかがわしい店が看板を並べる中、その三階を借りていた。

　狭いエレベーターホールの前には、

『有栖川芸能事務所』

　そう書かれた小さなプレートがぶら下がっていて、そのドアの先に、応接室と事務室を一緒くたにしたような部屋がある。

　隣には磨りガラス窓で仕切られた部屋があって、『社長室』のプレートがあった。

　その応接室で──、




「レイ？　──おやまあ」

　この芸能事務所に所属する、十五歳の女子高生が寝ていた。

　白いワンピースの、右胸の位置に大きな青いリボンが目立つ制服を着て、腰まである長い黒髪をカチューシャで留めている。

　そして、レイと呼ばれた彼女は、応接室のソファーでころんと横になって、静かに寝息を立てていた。

　社長室から出てきた、四十代と公言しているが、それよりグッと若く見える事務所社長の女性は、ゆっくりと歩き、壁際に置いてあるコーヒーメーカーに手を伸ばした。

　やがて、コポコポとお湯が沸わく音と、漂ってくるコーヒーの香りで、

「先生！　お母さん！　違うっ！」

　そんな言葉を叫んだ。

「おうっと！　──起きた？　それともまだ寝てる？」

　身を起こし、振り向いて、寝ね惚ぼけ眼まなこで社長を見たレイが、

「ここ……、どこ？」

「どんな夢を見ていた？」

「え？　あ、社長……」

「いいから、いいから。どんな夢を？」

「え？　あ──、えっと……」

　社長を見ながら何度も何度も大きな目を瞬まばたいたレイだったが、やがて、

「思い出せません……。さっきまで！　今さっきまで、確かに、私は夢を見ていたんですが……」

「そっかー」

「はい……。って！　すみません！　寝ていました！」

　立ち上がろうとするレイを、

「あー、いいからいいから。もうすぐコーヒーできるし」

　社長は言葉と手の平で制した。できあがった熱いコーヒーをカップに入れて、テーブルの上に置いた。

「ありがとうございます。いただきます」

「おう、飲め飲め。イケる口だろ？」

「あはは」

「私、人の夢の話を聞くのが結構好きでね。夢を見たら、すぐに教えて頂ちょう戴だいな。忘れる前に。面白い夢でも、面白くない夢でも！」

「はい。でも、そっちの〝夢〟は、すぐに忘れちゃうんですよね……」

「もひとつの〝夢〟は、私達が叶えてあげる！　名女優と歌手ね！」

「あ……、ありがとうございます！」

「夢はでっかく持とう！　今の夢は？」

「はい！　今度は、できるだけたくさんの人の前で歌いたいです！　多くの人に、歌の感動を届けたいです！」

「いいねえ。何万人くらい？」

「え？　いえいえ、ま、まずは数千人……、いえ、数百人……」

「あーん、小さい小さい！　夢なんだから、でっかく行こうぜ！　だいたい数十億人くらい！　──で、その夢の案内人はどこに行ってるのかなあ？」

　そう言いながら、社長がなぜか天井を見上げたとき、

「俺ならここです。ただいま戻りました」

　言葉と共に、事務所のドアが開いた。

　入ってきたのは紺色のスーツ姿の男。百五十五センチと小柄で、短い髪は全て真っ白。まるで外国人の少年のように見えた。

「おかえりなさい、因幡さん」

「おっかえりー。お仕事ゲットしてきた？」

　レイと社長が言葉を送り、レイはスッと立ち上がった。コーヒーメーカーに向かう。

「はい。歌です。その世界で、大勢の前で歌って欲しいと」

　因幡がレイとすれ違いざまに言って、

「歌っ！　大勢！」

　レイが、コーヒーメーカーの前で身を弾ませた。

　そして、右手に因幡のカップ、左手にコーヒーのポットを持ったまま、白い髪の男に訊ねる。

「ど、どれくらい……、大勢ですか……？」

「ひとまず、十万人くらいを集めたいそうだ」

　ポットの中のコーヒーが、激しく揺れた。




　　　　＊　　＊　　＊




「異世界ですねえ……。予想はしていましたけど、毎回毎回、とっても驚きます！」

　黄色い小型の四輪駆動車が、巨大な箱の隙すき間まを走っていた。

　今までと同じように、事務所の地下にある駐車場を出発して、トンネルのようなスロープを上りきってから出てすぐ、景色は一変した。車の窓から見える世界の大地は、真っ平らでクリーム色をして鈍く光っていた。まるで病院の床のようだった。

　空には、雲一つない青い空が広がる。

　出発時は昼過ぎだったが、この世界の時間は朝で、進行方向の反対側、低い位置に太陽があった。そして目の前には、地球によく似た月が丸く白く光っていて、その隣にはもう一つ、赤く小さな月が見えた。

　そして、大地の上には巨大な箱が鎮座している。

　それはまるでレンガのような直方体で、色は鈍く濃い緑色。壁は光を全く反射していない。その大きさは──、

「これ……、どれくらいあるんでしょう……？　因幡さん、分かりますか？」

　助手席の窓から運転手へと視線を戻して、レイは訊ねた。

　ハンドルを握る因幡は、

「長さが二百四十メートル。高さが四十四メートル、幅が百十七メートルだと聞いている」

　スラスラと答えた。

　小さな車は、その巨大な箱と箱の隙間、五十メートルほどの細長い空間を、道として走っている。百十七メートル走って一つの箱が終わると、三十メートルほどの空間を開けて次の箱が並んでいる。

　空間を抜ける際に横を見ると、箱は二列だけでなく、その左右にもぎっしりと並んでいるのが分かった。

「いったい幾つあるんですか……。この箱、何に使うものなんですか？　知ってますか？」

「船だと聞いている」

「船……？　ここに水が入って浮かぶんですか？」

「それは──、まあ、依頼者達から聞く方が早いだろう。これから俺達も空を飛ぶ」

「はい？」

　レイが首を傾げた瞬間、前へと移動していた車が、上へと進路を変えた。

「えええ？」

　車はゆっくりと空中に舞い上がって、左右の箱がどんどんと下がって行き、そしてその頂上を越えた。

「うわああ……」

　窓から大地を見下ろす形になったレイの目に、緑色の箱を並べた世界が写る。地平線の向こうまで、等間隔でびっしりと並べられた箱が、まるで簡単なコンピューターグラフィックのように見えた。

「い、因幡さん！　この車、荒れ地を走れるだけじゃなくて、空も飛べるんですか？　それとも、因幡さんの力ですか？」

　ハンドルから手を離し、アクセルから足を離している因幡が、レイに顔を向けて答える。

「そんなことはない。依頼者に引っ張り上げてもらっているだけだ。窓を開けて上を見てみろ」

　言われたとおりに窓を開けて顔を出して、心地いい風を頰に受けながら、レイが空を見上げた。

　車の上、十メートルほどの場所に、車と同じくらいの大きさの銀色の〝円盤〟が浮かんでいた。

「はあ……。すごい技術をお持ちの依頼者さんなんですね……」

「まあな。ステージが見えてきた」

「え？」

　レイが視線を前に戻すと、箱が続く地平線の向こうに、それ以外のものがやっと姿を現した。

　すぐに近づいて大きくなっていく。箱が並ぶ中に、ぽつんと赤い半球があった。それは巨大なドームだった。箱の大きさから考えて、直径数百メートル以上。

「このままあの脇に降りて、中に入って、依頼者に会う。何を見ても聞いても、絶対に失礼がないようにな。常に、〝尊敬すべき依頼人〟だと思え」

「わ、分かりました！　でも、異世界なら初めてじゃないのです！　どんな人間でも！」

「人間じゃない」

「……そうですよね、ここは異世界ですもんね。人間以外が、一番強い……、というか、なんというか、世界をコントロールしている可能性だってありますよね！」

「分かってきたじゃないか。だが、安心しろ。お前の歌を聴くのは人間だ」

「はあ……。いろいろ分かりませんが、依頼者さんに会えば分かるんですよね？」

「分かってきたじゃないか」

　そんな会話を乗せた車は赤いドームへと空を進み、やがてそのすぐ脇にふわりと降りた。因幡に続いて車を降りて、

「そのまま入れる」

「はあ……」

　二人は歩いて近づき、ドームに吸い込まれるようにして中に入った。

　そしてレイは、そこに並んでいた巨大なトウモロコシを見た。







「レイ。今回の依頼者の皆様方だ」

「ユキノ・レイです！　よろしくお願いします！」

　レイはいつも通りの挨拶とお辞儀を爽やかな笑顔でしたあと、

「えっと……」

　巨大トウモロコシを見つめるしかなかった。

　ドームの中は、まるで海の上のように何もない空間だった。足元の白い床と、高い場所に広がる赤い天井しかなかった。振り向いても、たった今通ってきたはずのドームの壁がなかった。

　そして、レイの眼前五メートルの位置に、人の背丈ほどはあるトウモロコシ──、どう見ても皮をむいた超巨大トウモロコシにしか見えない、窪みのある黄色い粒々をたくさん従えた物体があった。

　縦に細長い胴体の一番下に小さな皿があって、トウモロコシはその皿に載って、高さ二十センチの位置に浮かんでいる。それが、一メートルの等間隔で三つ並んでいた。

「驚かれるのも無理はありません」

　レイの耳に、穏やかな声が届いた。若い女性と若い男性の声を、半々で混ぜたような響きだった。

「ユキノ・レイさん。初めまして。私達は、あなた方からすれば〝宇宙人〟と呼べる存在です。〝人〟ではなく、ご覧の通り、植物なのですけどね」

　全く動きがないトウモロコシのどこから声が出ているのか、そもそも三つのうちのどれが喋っているのか、予想も付かないまま、

「は、はい！　よろしくお願いします！」

　レイは再び頭を下げた。

「はい、こちらこそ。ところで、移動で疲れてはいませんか？　〝お仕事〟の説明を開始してもよろしいでしょうか？」

「大丈夫です！　お願いします！」

「では始めさせていただきます。ユキノ・レイさん、人間が休憩のできる〝楽屋〟を用意できますから、疲れたらいつでも言ってくださいね」

　丁寧な物腰のトウモロコシが、静かに語り出す。

「まずは、私達について。私達は、ここから遠く離れた惑星で、しかし同じ銀河系で生まれました。最初は、トウモロコシと同じく、単なる植物の一つでした。それから何十億年もかけて、その惑星唯一の知的生命体へと進化を遂げたのです。まず、自分を認識できる思考が生まれました。次に、想いの力、あるいは〝念ねん波ぱ〟でコミュニケーションが取れるようになりました。ですから、私達は一つの思考を共有できます。やがて私達は、他の物を動かす〝念ねん動どう力りき〟を身につけました。これにより、足がなくても移動が、手がなくても物を作ることができるようになりました。私達は生きやすい場所へ移動し、生活を支える物を作りました」

「な、なるほど……」

「私達は、その惑星に私達の世界を築きました。やがて科学技術が進み、私達は宇宙を移動できる船を作り、別の惑星へと旅立ちました。この大宇宙に他にも知的生命体がいるのなら、そして協力を求められたら、共に生きていこうと」

「なるほど」

「そして、この銀河系の中で、幾多もの惑星で幾多もの個性豊かな知的生命体と出会い、交流し、貿易を確立しました。それから私達は、この惑星にもやって来ました。この惑星には、ユキノ・レイさんのような、〝人間〟が生活していました。その彼らが、今回ユキノ・レイさんの観客となります。その数、九万八千三百五十三人となります。お見せしましょう」

　トウモロコシが言った瞬間だった。それまで何もない景色しか見えていなかったその場所に、突然別の景色が現れた。

「うわっ！」

　レイの瞳に映ったのは、ドームの中を埋め尽くす人の群だった。巨大ドームの中には多くの人間がぎっしりと詰まっていて、全員が同心円状に並べられた雛ひな壇だんに座っていた。

　群衆を、レイは上から見ていた。床が透明になったような光景だった。

　人間は、全員が白い服を着ていた。全身をぴっちりと覆う、真っ白なスーツ。肩と背中に、五ご桁けたの番号が振られていた。

　肌の色はバラバラだが、年齢は全員二十代から三十代と若い。そして、男女関係なく髪を完全に剃そられている。

「私達、動いたんですか……？」

　透明な床越しに、十万人が座っている景色を見ながらレイが聞いた。目の前で浮かんでいるトウモロコシのどれか、あるいは全部が答える。

「はい。今私達は、ドームの天井近くにいます。私達は重力を完全にコントロールできていますので、移動の際は何も感じません」

「はあ……。もう一つ、質問よろしいですか？」

「なんなりと」

「今見えるあの人達は、その……、この惑星の人間と聞きましたが、どんな人達、ですか？」

　レイは下を見ながら訊ねた。全員こっちに気付いている様子はない。白い服を着て、穏やかな表情で、ドーム中央を見ながらじっと座っている。喋っている人は誰もいない。

「はい。彼らはこの惑星に住んでいた知的生命体ですが、今現在、事情により私達の管理下に置かれています。その歴史についてなど、詳しい説明は今は省かせていただきますが──、目下私達が責任を持って、彼らの生活を保障し、食事や住む場所を与え、新しい子孫を残すことに協力しています」

　トウモロコシが言い終わると、すぐに因幡が口を開いた。

「レイ、この世界と人間についての詳しい説明は、大変にややこしいので、後で俺がじっくりとする。彼らに〝歌〟という娯楽を初めて体験させるのが、今日のお前の仕事だ。それだけ分かっていればいい」

「はい。とすると……、あの人達は、歌を知らないんですか……？」

「そうだ。〝音楽〟すら知らない。生まれてからこのかた、一度も聞いたことがない。だから、自分達と同じ外見の生き物が音楽と共に現れて、そして歌ったら、かなり驚くだろうな。盛り上がってくれるといいんだが」

「なるほど……」

　トウモロコシが、説明を続ける。

「ユキノ・レイさんは、空中に浮かぶ円盤状のステージで歌っていただきます。どんなに彼らが興奮してしまっても、安全な場所です。私達も、彼らがどうなるのかまったく予想が付かないのです。音楽や歌が恐くて逃げ出すかもしれませんし、混乱して喧嘩を始めるかもしれません。ですが、もしも彼らが人生初の音楽に、歌に、感動して興奮してくれたのなら──、私達は大変に嬉しく思います。私達は一つの思考で動くので、他者に音として伝える音楽や歌という文化を持ち得ませんでした。その文化を花開かせた世界の、そしてそれを職業としているあなた達に、全てをお任せいたします」

「お前が呼ばれたわけが分かったろ？　レイ」

　因幡の質問に、文字通り目を輝かせて、レイは大きく頷いた。

「分かりました！　これも、〝私にしかできない仕事〟ですね！　ユキノ・レイ！　思いっきり歌わせていただきます！」







　ステージの開始時に、アナウンスはなかった。

　ドームの中の照明が──、どこに照明があるのか分からないが、光っていた滑らかな屋根から明かりが突然消えて、〝観客〟が一瞬、小さく驚くざわめきが響いた。

　そして、ドラムのリズムが小さく始まる。

　リズムは段々と大きくなっていき、そこにバイオリンのメロディが加わり、数秒後──、

　レイの歌声が、それらと一体になって響き始めた。

　空中の高い場所から、直径十メートルほどの薄い円盤が降りてくる。中央に乗っているのは、真っ白のワンピースの、いつものステージ衣装を着たレイで、頭にはお花の模様が入った耳を付けたカチューシャ。右手にはマイク。

　レイの高い声が、ドームの中に──、やはり、どこにスピーカーがあるのか分からないが、その空間を埋めた。

　三十年ほど前に歌唱力に定評があるアイドルが歌った、ポップで可愛らしい歌。

　歌を聴いた、スポットライトを浴びて輝く円盤とレイを見た約十万の観客が、全く同じ行動を見せた。

　つまり、何も反応を見せなかった。

　何が起きているのか分からずに、しかし驚きもしなかった。

　十万の観客が固まったまま、反応がないまま、レイは一曲を歌いきり、

「ありがとうございます！　ユキノ・レイ！　今日は、皆さんのために一生懸命歌います！」

　すぐに次の歌へ。

　因幡と決めておいたセットリスト通りに、次はロックチューン。

　激しい音楽が流れ、力強い歌声が流れたが、観客の反応はない。

　休むことなく三曲目は、英語歌詞のバラード。

　レイはしっとりと歌いきったが、観客の反応は、やはりない。レイは小さなテーブルに載ったボトルの水をストローで飲みつつ、襟えりに隠したマイクで因幡に話しかける。

「リアクションが全然ないです！　でも、頑張ります！」

　耳を覆うイヤーモニター、通称イヤモニに、

「無理しすぎるなよ。これは実験的なステージだ。もし連中からの反応がなくても、それが分かるだけで価値がある」

　因幡からの、冷静すぎる声が戻ってきた。

「それは分かっているんです。でも、私がこれだけの人達を盛り上げられたらと思うと、ちょっとやそっとの無理なんて無理のウチに入りません！」

「ま、がんばれ」

「ありがとうございます！　次の曲、いつでもいいですよ！」




　レイは、十曲歌った。

　なんの反応もなかった。




　十五曲目を歌い終えた。

　なんの反応もなかった。




　二十曲目はバラードだったが、終わったとき、レイは汗だくで、

「ふう……」

　長く息を吐きながら、水を少し多めに摂とった。

「休憩を入れるぞ。終わってもいい」

「いえ、もうちょっとだけ歌わせてください。なんか、気のせいかもしれませんけど、皆さんの雰囲気が変わった気がするんです」

「俺には、まったく分からないけどな。好きにしろ。水の補充は、そっちに送っておく」

　レイの立つステージの脇に、高い場所から水のボトルが音もなく降りてきて置かれた。

「ありがとうございます。さすがに因幡さん、なんでもできますね」

「さすがにこれは、依頼者の力を借りないと、無理だ」

「じゃあ、私は私にできることをやりますよー！」




　三十曲目を──、頭と体を豪快に動かしながら、テンポの速い歌を終えたときだった。

　ううううううう……。

　声が聞こえた。唸り声だったが、一人二人が発した物ではなく、まるで地鳴りのように、低く鈍く、ドームに響いた。

「き、聞こえましたか因幡さん？」

　汗ばんだのでイヤモニを外していたレイが聞いて、

「幻聴かと思ったんだがな」

「反応ですよ！　初の反応！」

「飽きただけじゃないという確証は？」

「う……」

　因幡の意地の悪い言葉に二の句が継げなかったレイだが、その気持ちを吹き飛ばすように、

　うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！

　雄叫びが響きだした。

　ドーム全体を揺らすような大声は、再び歌うためにイヤモニを付けたレイにも聞こえた。

　十万人近い観客が、楽しそうに吠えていた。イスに座ったまま、顔をレイに向けて、口を大きく大きく開けて、まるで息をぶつけるように。

「ああ！　見えますか因幡さん！」

「俺の目が壊れていなければな」

「反応です！　反応ですよ！　皆さん盛り上がってくれています！」

「他に何もできないだけに見えるが、反応なのは、まあ、間違いないな」

「ひゃっほう！　嬉しいです！」

　ステージの上で、三百六十度ぐるりと体を回したレイが、数え切れないほどの目と合って──、

「よーしっ！」

　レイはマイクで叫ぶ。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！　──盛り上がってるかーっ！」

　返事は、ドームをぶっ壊すのではないかと思えるほどの絶叫だった。

「いいぞーっ！　もっと歌うぞーっ！」







「無理するなと言ったはずだがな」

「はいい……」

　用意された〝楽屋〟で、レイがひっくり返っていた。

　そこは人間が休めるようにソファーとテーブル、食べ物や飲み物、大きな鏡などが用意された部屋で、隣には洗面室とトイレ、シャワーまで用意されていた。

　汗だくのステージ衣装のままでソファーにどっかりと横になって、額に濡れタオルを載せているレイは、

「でも……、歌いきりましたよ……。百曲……」

　喉の疲労で、とてもか細い声で言った。

「正確には、百八曲だった」

　その脇に立ち、表情から呆れを隠そうともしていない因幡が言った。

　そして、部屋の中で浮かんでいる三体のトウモロコシが、今まで通りの冷静な口調のままで声を弾ませる。

「素晴らしかったです、ユキノ・レイさん。私達も〝芯しん〟の底から驚いています。まさか彼らがあそこまでの反応を示してくれるとは。歌の持つ力に、大変に感動しました」

「横になったままで失礼します……。私も……、嬉しいです……」

　一度火が付いてからは、観客達の熱狂は凄まじいものがあった。歌に合わせて吠える、身を揺らす、最後は全員が立ち上がって、やがて疲れすぎて座った者達以外は、ずっと手を振り上げて踊っていた。

　叫び声に意味はなかったが、そのうちに音楽に合わせるようになり、リズムを取るようになっていた。レイが叫ぶと、観客達も応えるように叫んだ。

　レイが歌い終わった瞬間に後ろにぶっ倒れたので、トウモロコシの判断でステージが上がっていき、観客達の視界から消えた。

「本当に素晴らしかったです。諦めずに歌い続けた姿、感動しました。彼らの反応があって、それがあんなにも遅いとは、私達にも予想できなかったのです。そして、盛り上がってからの熱狂も。ああ、あなたに頼んでよかった。ありがとうございます」

[image: ]

「そう言っていただけて、私も光栄です……。横になったままで失礼します……」

「どうかごゆっくり。今回、レイさんの雄姿は映像記録に残させていただきました。これを立体映像で空中に投影して、まったく同じように、他の人間達にも見せることができます。きっと、同じように盛り上がってくれるでしょう。次の十万人にも、同じような体験をさせることができるでしょう。あなたの素晴らしい歌声と魂たましいのステージは、この惑星に未み来らい永えい劫ごう残ることでしょう」

「なんと……、映像化……、嬉しい……、です……」

「ああ、相当お疲れのようですね。一瞬で元気になるお薬でもお出ししましょうか？」

　トウモロコシの気遣いに、因幡が答える。

「まったく不要です。それより、私達を瞬時に、痛くも痒かゆくもなく殺してもらえると助かります。それで、元の世界に戻れますので」

「ああ、そうでしたね。──因幡さん、あなたは本当に凄い力をお持ちだ。銀河系のあちらこちらを訊ねた我々も、あなたのような存在は見たことが、そして聞いたことがない。願わくは、その力の謎なぞを解き明かしたいものです。気が変わりましたら、いつでも」

「そんな時は来ないと思いますが、覚えておきます」

「感謝します。では、長くお引き止めしても悪いので、ここでお別れとさせていただきます。因幡さん、ありがとうございました」

「どうも」

　レイは、最後の挨拶に起き上がった。ゆっくりと立ち上がると、トウモロコシへとお辞儀をして、

「これで失礼します！　お疲れさまでした！」

「はい、お疲れさまでした。ごきげんよう、歌姫さん」

　トウモロコシが答えた直後、レイと因幡の体は、一瞬で赤い霧になった。




　　　　＊　　＊　　＊




　次の瞬間、

　レイと因幡は、黄色い小さな四輪駆動車で、事務所の地下駐車場のスロープを下っていた。

　助手席に座るレイが、両手を見て、

「疲れが……、消えた……。喉も、もう大丈夫……」

「一度死んでリセットされたんだ。疲れも痛みも残っていないさ」

　因幡が出発した場所に車を止めると、二人は降りてエスカレーターへ向かう。

「あ、服もだ！」

　歩きながらレイは、自分が制服を着ていることに気付いて、

「遅いよ」

　エレベーターに先に乗った因幡に言われた。

「乗る方ですか？　気付く方ですか？」

「両方だ」







「おっかえりー！　二人とも！　レイ、どうだった？　今回の仕事の感想は！　ああ、内容なら因幡からのメッセージで知ってるよ！　銀河系中心部よりの使者トウモロコシ星人に頼まれて、超大勢の前で歌ったんでしょ！」

　事務所のドアを開けると、社長が出来たてのコーヒーをそれぞれのカップに注いでいるところで、

「ただいまです！　あれ？　帰ってくる時間、分かっていたんですか？」

「因幡のことだから、すぐに戻ってくるだろうと思ってね。出発してから五分ってところだよ。ちょうどコーヒーできあがりっ！」

「なるほど……。お仕事は、バッチリです！　十万人を熱狂させてきましたっ！」

「ほほう？　飲みながら聞かせて！」

「はい！」

　レイは、自分が見聞きしたこと、そしてぶっ倒れるまで歌ったことを、社長がコーヒーを飲みきるまでに説明した。

「なーるほど！　頑張ったねえ！　よしよし！　さすがレイ！」

「えへへ。ありがとうございます」

　レイは少し照れてから、コーヒーカップを持ち上げて口を近づけた。

「その映像データ欲しいけど、この世界じゃ再生すらできないってヤツかなあ……。まあ、しょうがない！」

「そうですね！　でも、私にはたっぷりと自信が残りましたよ！　あんなたくさんのお客さんの前で歌って踊るなんて……、ああ、感動しました！」

「素晴らしい！　いやー、素晴らしい！」

「そこまではいいんですが──」

　レイが、飲もうとしたマグカップを置いて、壁際でコーヒーを静かに飲んでいる因幡を見遣る。

「あの世界の人間とは、結局何だったのか、どうして人間がトウモロコシに保護されているのか──、教えてください」

　因幡が、最後の一口をぐいっと飲みきってから、

「気になるか？」

「そりゃあ、もう」

「知らなくてもいいことだぞ？　知らなくても、十万人の前で歌ったという経験は揺るぎない」

「まあ、そりゃそうですけれど……、でも、気になります！」

「聞いても、楽しい話じゃないぞ？　まあ、最初に行った並行世界では人類全滅だったから、それに比べれば幾分かマシだけどな」

　レイがグッと顎を引いた。因幡をほとんど睨み付けて、

「………。覚悟しました。どうぞ！」

　言い切ったレイを見ながら、

「私はじゃあ、しばらく黙っていようかねー」

　社長が間の抜けた声を出した。

「じゃあ言う。その前に質問だ。レイ、お前、肉や魚は食べるか？」

「え？　ええ。ベジタリアンではないです。元気が出るので、ステーキとか、ハンバーグとか、焼き肉とか、好きです。魚も、お寿司は大好物です」

「ならば、それらの肉が、あるいは魚が、元々は生きている動物の一部だった、ということは説明するまでもないな」

「それは、もちろん……。可哀かわい想そうだとかいう話ですか？　動物が生きる以上、他の動物を食べるということは、自然なことじゃないですか？　もちろん、それもいろいろな考えはありますけれど、私は違います」

「よし。それを覚えていてくれて助かるよ。じゃあ説明する。──さっき歌を聴いてくれた人間達は、出荷される前の肉だ」

「は？」

「トウモロコシが言ったことを覚えているか？　〝目下私達が責任を持って、彼らの生活を保障し、食事や住む場所を与え、新しい子孫を残すことに協力しています〟って言葉」

「はい……」

「トウモロコシは、あの惑星を完全にコントロールしている。そこに住む動物も。つまり、人間達もだ。俺達人間が家畜をコントロールして、産ませて育てて、ある程度成長したら自分達や他の生物が食べる肉にするために出荷する。それとまったく同じことをしているんだ。惑星全体が、牧場なんだよ」

「…………」

「続けていいか？」

「どうぞ……」

「あの人間達は、家畜として生きている。育てられた人間達は、銀河系のどこかの惑星に、届けられる。あの箱を〝船〟って言ったろ？　あそこは惑星中から集められた人間を出荷するための宇宙港だった。生まれてすぐに親から離された人間は、誰とも話すことなく、言葉すら覚えず、知性が発達しないようにして育てられる。ごく若いうちに出荷されることもあるが、たいていは人工交配によって子供を作らされて、三十歳になる前に出荷される。そして、どこかの惑星で〝美味しく〟食べられる。それも、その惑星の知的生命体に食べられるのではなく、その知的生命体が飼っている大きな動物の〝餌えさ〟になるそうだ。詳しくは聞いていないが、ドラゴンでも飼っている連中がいるのかもしれないな」

「…………。そして？」

「そして？」

「話はそこで終わりませんよね？　これから食べられる人に、わざわざ歌を聴かせた理由が、あるんですよね？」

「ああ。〝より一層、美味しい肉にするため〟、だ。無感動で育てられた彼らに、人間の持つ文化である歌を聴かせたらどうなるか、影響を受けて味は美味しくなるのか、より良い餌になるのか、トウモロコシは試してみたかった。彼らは真面目だから、顧客がより喜ぶ顔を見たくて、このアイデアを思いついた。実際美味しくなったかどうかは、出荷して顧客の反応を見るまでは分からないけどな」

「…………」

「続けていいか？」

「続けてください」

「レイ、お前は一つ大きな勘違いをしている」

「どんな？」

「あの世界を〝異世界〟と言っていたな。そのときは面倒で訂正しなかったが、あそこは並行世界だ。ほんのちょっと違うだけの、俺達が今いる地球だ。あの人間は異世界人ではなく、地球人だ」

「ええ？　だとしたら変ですよ！　だって、月が二つありましたよ？　並行世界は、この地球とよく似ているってことですよね？　おかしいですよ」

「ああ、単純なことだ。赤くて小さい方は、トウモロコシの乗ってきた宇宙船だ。月を回る軌道に乗せているんだ」

「つまり……、あの世界は、トウモロコシに征服された〝地球〟で、ほんの少しの変化で、ああなってしまったと……」

「そうだな。だから、今いるこの地球がそうなっていたかもしれない」

「トウモロコシが、来たか、来なかったか、の違いで……」

「いや、ちょっと違う。話はまだ終わっていない。ここからが、たぶん一番重要なところだ──。トウモロコシは、彼らの発案で、そしてどうしてもやりたくて、地球を征服して人類を家畜化したんじゃない。そう見えたかもしれないし、実情はそうだろう。でも、そうなった理由は違う。これは、彼らの名誉のために言っておかないと」

「…………。全然分かりません」

「そうなることを望んだのは、一人の地球人だったんだ」

「は？」

「今から数十年前のことだ。〝その地球〟にやってきたトウモロコシは、とても驚いて、そして困った。地球には統一政府がなかったからだ。今もそうだが、地球には国が乱立していて、かなりの国々の仲は悪く、戦争や対立をしていた。こうなると、異星人としてはいったい誰と交渉していいのか分からない。代表者がいない集団に、外から話しかけるわけにはいかない。トウモロコシは仕方なく、地球との交流は、統一政府ができるまで諦めて去ろうとした。俺達が今いる世界では、そうなったのだろう」

「じゃあ、なんで？　何があったんですか？」

「〝その地球人〟の中に、一人だけ、思念があまりにも強力で、念波が使える人がいたんだそうだ。その彼、なのか彼女かは分からないが──、その一人はトウモロコシと意見を交わすことができてしまった。そして、まさに去ろうとしているトウモロコシに願った。〝お願いですから、地球を征服して人間を家畜にしてください〟ってな。その一人はもちろん知らなかっただろうが、実はトウモロコシには、訪れた惑星で会った知的生命体に〝できる範囲で願いを一つ叶える〟というルールがあった。感謝され、友好的な関係を築くための。それ自体は素晴らしいことで、いろいろな惑星でさぞかし感謝されたことだろう。人類との交流を諦めかけていたトウモロコシは、その一人の念波を受け取って、唯ゆい一いつ無む二にの交渉人とした。そして家畜化の願いを聞いて、そのことがもたらす結果を考えた末に、それを叶えることにしたんだ」

「なんでそんな……？　なんで願って、なんで叶えることに……？」

「理由は単純明快だった。〝人間を絶滅から守る〟ためだ」

「はい？　どういうことですか？」

「ちょっと歴史の話をするが──、今から数十年前、この地球にも〝その地球〟にも、東西冷戦という状態があった。アメリカなどを含む〝西側陣営〟と、ソ連を筆頭とする〝東側陣営〟が互いを敵視して睨み合っていた。聞いたことは？」

「えっと、ありません……」

「中学校、行ってないのか？」

「中学校はちゃんと行きましたよ！　歴史の授業もちゃんと受けましたよ。でも、そこを習う前に三学期が終わってしまったんです……」

「そうか。変なことだけは、よく覚えているな……。とにかくその時代は、〝次に戦争になったら全面核戦争になって、地球上で核爆弾が炸さく裂れつして、人類は絶滅する〟なんて、まことしやかに言われていた。ひょっとしたら、そんなことになっている並行世界もあるかもしれない」

「そんな時代に生きていたその一人は、それを怖がって、トウモロコシに、自分達地球人を家畜にしてくれと？」

「そうだ」

「意味が分かりません……」

「そうかな？　家畜になるということが、どういうことか分かるか？」

「食べられちゃいます！」

「そうだ。だからこそ、飼っている方は家畜の数をコントロールする。〝絶対に絶滅しないように〟、そして〝たくさん出荷できるように〟。つまり、人間が家畜になれば、トウモロコシが上手くやってくれるってわけだ。今の俺達だって、トウモロコシ──、この場合は俺達が食べるトウモロコシだぞ？　世界三大穀物の一つであるトウモロコシは、絶対に絶滅させまいとしている。そんなことになったら、食うのに困る人が、困る動物が、たくさんいるからな。たくさん育てて、未来永劫、食物としての存在を守っていこうとしている。俺達が食べているトウモロコシは、育ったら食われることで人間に守られているとも言えるんだよ」

「そ、そりゃあ……、まあ、そうですけど……、えっと……、じゃあ、自由に何もできなくなった人間の、楽しい毎日の生活、とかは……？　人間らしさ、とかは……？　えっと、ほら、〝文化〟ってものは？」

「そういうものは、一切なくなる。それでも、その一人は思ったんだろうよ。〝地球人を好き勝手にしたら核戦争で滅ぶ。そうなるくらいなら、知性も文化もない家畜になって生き残った方がいい〟。それが正しかったのか間違っていたのかは、この際どうでもいい。俺達のこの世界は今のところ滅びていないが、明日滅びないという保証もない」

「強烈に思ったその一人が、地球の歴史を変えてしまったんですか……」

「そうだ。家畜化するためにトウモロコシ達は、繁殖に適さない個体は〝排除〟して、適した個体からは、彼らの力を持って脳から知性を奪い去った。それから、食事を与え住すみ処かを与え、育てた。今も数億人が、あの地球では生きている。これからもずっとな」

「願った人は、どうなったんですか……？」

「その一人は、トウモロコシに殺される直前に、彼らに言ったそうだ」

「なんて？」

「『ああ、私の夢を叶えてくれて本当にありがとう』って」





おしまい　　　


















第六話「救済のメソッド」

─Salvation─










　都会の片隅に、その小さな小さな芸能事務所はあった。

　私鉄の駅前にある、間違いなく昭和に建てられたであろう細い雑居ビル。いかがわしい店が看板を並べる中、その三階を借りていた。

　狭いエレベーターホールの前には、

『有栖川芸能事務所』

　そう書かれた小さなプレートがぶら下がっていて、そのドアの先に、応接室と事務室を一緒くたにしたような部屋がある。

　隣には磨りガラス窓で仕切られた部屋があって、『社長室』のプレートがあった。

　その応接室で──、




「レイの次の仕事が決まったよー！　さあさあ、歌と演技、どっちだと思う？　どっちだと思う？」

　真っ赤なスーツスカート姿の女性が──、四十代と公表しているが、それよりグッと若く見える女社長が楽しそうに聞いた。

　テーブルの向こう側のソファーに座っているのは、レイと呼ばれた、この芸能事務所に所属する、十五歳の女子高生。

　白いワンピースの、右胸の位置に大きな青いリボンが目立つ制服を着て、腰まである長い黒髪をカチューシャで留めている。

「社長が、そう訊ねるということはですよ……」

　レイが、ニンマリと笑う社長の顔を、負けじと強気の笑顔で覗き込みながら答える。

「ほう、いうことは？」

「演技か歌か、そのどちらかですね？」

「ふっ、バレたか……」

「それくらい、新人の私でもー！　で、どちらなんですか？」

「それがねえ……」

「それが……？」

「まだ私も知らないんだわーっ！」

「知らないんですかーっ！」

　盛り上がる二人の女性の脇で、

「真面目な話をしてもいいですか？」

　壁際に立つスーツ姿の男が言った。

　身長百五十五センチと、男にしては小柄な体。特徴的なのは髪で、短い髪は、全て真っ白だった。大きな双眸も相俟って、外国人の少年のように見えた。

　社長が彼へ鋭い目つきを送り、

「私はいつだって真面目さね！　因幡。こういう気の抜ける楽しい会話を全力全開でするのも、演技の役に立つってもんよ！　レイがコメディエンヌとしての才能を開花させるまで、あと二、三ミリ？　よく分からないけど」

「私にも分からないんですけれど、素晴らしいご指導だと思います！　社長！　ありがとうございます！」

「そうそう、役者はノリが大切よ！　たぶん！」

「はい！」

　盛り上がる二人の女性の脇で、

「真面目な話をしてもいいですか？」

　因幡が言った。本日二回目だった。







「今回の依頼ですが、演技です」

　ソファーに座っているレイが、壁にもたれかかっている因幡の言葉に、

「映画ですか？　舞台ですか？　テレビですか？　それ以外ですか？」

　矢継ぎ早に聞きながら目を輝かせた。

「それ以外ってナニー？　レイ」

　テーブルを挟んだ反対側で社長が訊ねて、レイは一度天井を見て考えてから、顔を向けて答える。

「私にも分からないんですけれど、何せ因幡さんのことです、私の予想も付かない演技の仕事を、予想も付かない世界から持ってきてくれるんじゃないかと思いまして！」

「なるほどー。レイも鍛えられてきたね」

「そりゃあ、あれだけ不思議な体験をさせてもらえれば！」

「というわけで、我が社の新人は逞しいよ。──続きは？　因幡」

「今日は俺、喋ってもいい日ですか？　──では続けますと、行くのは並行世界です。そこは、なんらかの理由で歴史の進みが数十年遅かった地球で、場所はアメリカ合衆国のニューヨーク。時代はこの世界で言うところの、一九二〇年から三〇年代。白黒映画に音が付いて、一大娯楽になった頃です」

「黄金期だねえ。おお、古き良きハリウッド！」

　社長が芝居がかった口調で、笑いながら言った。レイは、これ以上因幡を邪魔しないように黙っていた。

「そこでレイには、豪華な劇場で一人芝居をしてもらいます。舞台に登れるのは最初から最後までレイ一人です」

「なんと！　そりゃあ、難しい仕事を持ってきたねえ」

　ニヤニヤ顔を継続させた社長が、〝一人芝居〟と聞いて顔を引き締めたレイを横目に、因幡へと訊ねる。

「で、ただの一人芝居じゃないんだろ？　観客はどんな感じ？」

　質問を聞いた因幡が、コーヒーを啜って一呼吸置いてから答える。

「一人です」




　　　　＊　　＊　　＊




「はあ……。これが古い時代のニューヨーク！　なんかこう、昔映画で見たのと似てますね！」

「変なことはちゃんと覚えているんだな」

　はしゃぐレイと呆れる因幡は、一九二〇～三〇年代風のニューヨークの街並みの中を、当時の高級車に乗って走っていた。

　数分前のこと、身一つの徒歩で事務所の地下駐車場のスロープを上りきると、別の地下駐車場に出た。

　そしてすぐにやって来た車に乗って、服を隠すために後部座席に用意されていたコートを羽織って──、今は摩ま天てん楼ろうがびっしりと建ち並ぶ道路を走っている。

　運転席と広い後部座席の間には分厚い防弾ガラスがあって、運転手の、そして助手席のボディガードの声はまったく聞こえない。

　大渋滞に巻き込まれてほとんど動かない車内で、レイが左隣の因幡に訊ねる。

「仕事のこと、喋って大丈夫なんですよね？　──今回の演技のお仕事とは？　そして、広い劇場で、観客が一人だけって、どういうことですか？」

「……これが台本だ」

　因幡が、車に置いてあった鞄から、台本を取り出した。それはペラペラで、日本語で書いてあった。タイトルは、『ある少女のこれまで』。

「見ていいんですか？」

「そのためのものだ」

　レイが、十数ページしかない台本の表紙をめくる。最初のページを読み、次ページを読み、そして次へ。

　あっと言う間に最後のページに行ってしまったが、レイはすぐに、最初のページに戻って読み続けた。

　そして、それをさらに繰り返す。

「…………」

　真剣な表情で読み進めるレイを、因幡はほとんど動かない外の景色を見ながら待った。英語の道路標識が、ビルの陰でくすんでいた。その上にあるのは、若い女優が微笑んでいる映画の看板。そしてその隣にある、同じ女優の別の映画の看板。

　やがて、車がどうにか一ブロック進んだ後に、レイが顔を上げた。

「全部読みました！　六回通しで読みました！　──けど、これ……、いったいどういう劇なんですか？」

「お前はどう思った？」

「…………」

　顔が固まったレイに、

「分からなければ──」

　別にいい。そう言いかけた因幡の言葉を、

「救済？」

　レイの短い声が遮さえぎった。







　深しん紅くの緞どん帳ちょうが、ゆっくりと上がっていく。

　美しく弧こを描く、贅ぜいを尽くした造りの劇場の数千のイスは、たった一つだけしか埋まっていなかった。

　中心になる席に、黒い服を着て黒い帽子をかぶり、黒いレースのベールを被った、たぶん人であろう物体だけがあった。うつむき加減のその人は、客席の暗さに紛れて、ほとんど闇と同化していた。

　緞帳が全て上がりきって、ステージが露わになって──、そこには、高い階段が一つあった。

　ステージ中央から奥に向かって登る、巨大な、十段の鉄の階段、それがセットの全てだった。

　その一番上に、幾つものスポットライトを同時に浴びて、レイが座っていた。オフホワイトの薄い肌着の上下だけという格好で、髪はまとめて、茶色で短髪のウィッグで押さえている。

　眠っているような穏やかな表情だったレイが、ゆっくりと目を開く。静かに立ち上がり、階段を降り始める。

　一段一段が通常の階段の倍はあるので、腰を屈めながらゆっくりと。光が、音もなくレイを追う。そして、残り三段になって、最初の台詞。

『もちろん不安だったでしょうけれど、その何百倍も、期待があったに違いありません。そのときの私はそう思うことすらできなくても、周りの人達の温かい期待を、きっと肌で感じていたに違いがありません』

　やがて光を浴びながら階段を降りきったレイは、ステージの上に、裸足で立った。その瞬間、スポットライトは消えて、穏やかなステージの光だけが彼女を包んだ。階段が、音もなく下がっていく。

　レイは、しばらくぼうっと、心がどこにもないような顔で周囲を見渡すと、板張りの床にぺたんと崩れ落ちて、

『あああー！』

　声を上げて泣き始めた。劇場中に響く、雷のような大声で。両目から、滝のように涙を流しながら。

『ああーっ！　うあああああっ！　ああーっ！』

　泣き声は、八秒で終わった。

『ふふっ』

　まだ最後の涙が床に落ちる前に、レイは花が咲いたように微笑んで、

『あははは！　あはははは！』

　今度は笑い出した。あちこちを見ながら、右を左を上を下を見ながら、笑い続けた。

　レイは、両手を動かした。まずは自分の右側で誰かの、そこにいない誰かの頭を撫なでて、次に左へと振り向いて、また別の誰かを撫でた。
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　レイは走り出した。ステージの上を、スキップから始まり、すぐに小走りになり、やがて疾しっ走そうになった。

『ああ、楽しい！　みんなと一緒にいると、楽しい！　広い！　世界は、本当に広い！　草原も、空も、太陽も、雪も、風も、みんな大好き！』

　叫びながら誰もいないステージを三周したレイが、

『でも……』

　足を止め、顔は一瞬で別人になって、舞台の下しも手て──、客席から見て左端を見つめながら、地の底に沈んでいきそうな声で呟く。

『ばいばい。ばいばい……。ばいばい……。ばいばい……』

　そして一瞬でくるりと振り返って反対側に向いて、上かみ手てから近づいてくる何かに視線を送った。やがて、腫はれ物ものに触るように話しかける。

『こんにちは。はじめまして。これから、よろしく……。よろしくね』

　言った三秒後に、レイは静かに笑った。

　レイは首を緩やかに、波のように揺らしながら歩き出す。ステージの上手端はしへ行って、また戻ってきて、キョトンとして首を傾げ、

『それ？　それをすると……、楽しい？』

　そこにいる誰かに訊ねた。やがて答えをもらって、サッと観客席へと、屈くっ託たくのない笑顔を向けて叫ぶ。

『そう！　楽しいなら！　やる！　おしえて！　おしえて！』

　言い終えた直後、猛獣のような顔で牙を剝むき、

『〝食べちゃうぞ！　お前を頭から食べてしまうぞ！〟』

　言い終えた直後、顎を上げて全てを見下した顔で、

『〝お前、誰に物を申しているのか、分かっておるのかや？〟』

　言い終えた直後、ナイフのような目で睨み付けて、

『〝この子は渡さない！　私が死んでも守ってみせるっ！　さあ、その銃をよこしてっ！〟』

　言い終えた直後、くるりと身を翻して満面の笑みで、

『〝神様はきっと見てらっしゃる！　だって、こんなにも世界が美しいのですもの！〟』

　言い終えた直後、レイは着ていないドレスの裾を持って、ゆっくりと右脚を引いて、お辞儀をした。

『ありがとうございます。ありがとうございます。皆様、ありがとうございます』

　お辞儀から直って、少しだけ笑顔を作って、軽く手を振りながら、レイは舞台の下手端まで歩き、また中央に戻ってきた。

　その間にステージの照明がじんわりと落とされ、再びスポットライトがレイを照らす。

『ああ、今日もとても大変だったわ……。いろいろな世界に行って、また帰ってこられないのかと思った。ずっと恐かった。たぶん今でも恐い。でも、楽しかった……。楽しかったわ！』

　両手を広げて、赤子のような素直な笑顔で、レイは叫ぶ。

『だって、私は私！　いつだってここにいる！　私は私！　かつて憧あこがれていた私！　誰でもない私！　私は──、私！』

　最後に言い切った瞬間、全てのスポットライトが消えた。壇上は真っ暗になり、静寂が劇場を包み──、

　再び強烈な光が灯されたとき、階段があって、レイがその一番上にいた。

　眠っているような穏やかな表情だったレイが、ゆっくりと目を開く。静かに立ち上がり、階段を降り始める。一段一段が通常の階段の倍はあるので、腰を屈めながらゆっくりと。そして、残り三段になって、最初の台詞。

『もちろん不安だったでしょうけれど、その何百倍も、期待があったに違いありません。そのときの私はそう思うことすらできなくても、周りの人達の温かい期待を、きっと肌で感じていたに違いがありません』




　繰り返しだった。

　レイは、一度やったことを、完全に繰り返した。

　表情も、動きも、セリフも、そこに乗せた感情も。映像ソフトを繰り返しボタンで見たかのように同一で、

『私は──、私！』

　最後のセリフと共に、同じように照明が落とされた。

　そして三回目が始まる。




　三回目が終わり、四回目が始まった。四回目が終わり、五回目が始まった。五回目が終わり、六回目が始まった。六回目が終わり、七回目が始まった。七回目が終わり、八回目が始まった。八回目が終わり、九回目が始まった。九回目が終わり──、




　置物のように動かなかった唯一の観客が、小さく身じろぎしたのは、十五回目の途中だった。うつむき加減だった顔を持ち上げたのは、二十三回目が終わるときだった。

　イスから立ち上がったのが、四十三回目の始まりで、黒い帽子とベールを取ったのは、六十六回目の終わりが始まったときだった。

　灯されたスポットライトの光が、レイに反射して、世界をほんのりと明るくした。たった一人の観客の顔を、漆しっ黒こくの闇からうっすらと浮かび上がらせた。

　茶色く短い髪を持った観客は、ステージの上のレイと、とてもよく似ていた。年齢だけが少し上で、二十代前半に見えた。

　観客が、ゆっくりと息を吸った。

　そして、

『『ああ、今日もとても大変だったわ……』』

　レイのセリフを、まったく同じタイミングでなぞっていく。

『『いろいろな世界に行って、また帰ってこられないのかと思った。ずっと恐かった。たぶん今でも恐い』』

　観客が立ち上がった。

『『でも、楽しかった……。楽しかったわ！』』

　両手を広げて、赤子のような素直な笑顔で、観客も叫ぶ。

『『だって、私は私！　いつだってここにいる！　私は私！　かつて憧れていた私！　誰でもない私！』』

　ステージ上のレイと、下の観客が、目を合わせた。

　そして呼吸を合わせた。

『『私は──、私！』』

　二人が最後に言い切った瞬間、ばしん、という派手な音と共に、全てのスポットライトが消えた。壇上は真っ暗になり、静寂が劇場を包み──、

　再び照明が灯されたとき、階段はなく、レイはステージの中央に立っていた。

　レイはゆっくりと、深々と、静かにお辞儀をした。

　顔を上げたレイに、小さく拍手が贈られて、贈り主が訊ねる。

「ねえ、またそっちへ行ってもいい？」

「いつでも」

　レイはにっこりと笑って答えを返すと、同じ顔をした観客が同じように笑った。

　レイは舞台の上手端へ走っていって、一礼して消えた。

　客席の照明が世界全体を再び明るくして──、帽子を放り出した黒いドレスの女性は、ゆっくりと通路に出て、外へ向けて歩き出した。










「お前はどう思った？」

「…………」

　顔が固まったレイに、

「分からなければ──」

　別にいい。そう言いかけた因幡の言葉を、

「救済？」

　レイの短い声が遮った。

　一瞬目を丸くした因幡が、それをスッと細めて、ほとんど睨み付けながら訊ねる。

「…………。なんでそう思った？」

「なんとなく」

　再びまったく動かなくなってしまった車内で、

「まあいい。正解だ。これは、とある女性の魂の救済のためだけに書かれた脚本だ」

「書いたのは、因幡さんですか？」

「まさか。俺よりずっと優しい人だよ」

「はあ……。でも、正解だって聞いて、より一層分かりました。この人、女性だと思うんですけど──、心がどこか〝別の世界〟に行ってしまったんですね。自分が誰なのか、分からなくなってしまっている」

「そうだ。彼女がどうしてそうなってしまったか、分かるか？」

「…………。外れてるかもしれませんけど」

「言ってみろ」

「その方は……、女優さんなんじゃないですか？　いろいろな役をやって、その役にのめり込んでしまって……」

「正解だ」

　車が再び動き出し、窓の外で、ゆっくりと看板が流れてきて、

「ちょうどいい。窓の外に、その人がいるぞ」

「うえっ？」

　レイがくるりと振り返ると、そこには映画の看板があった。

　西部劇の衣装で、馬に跨またがり、長い銃を持った女性のイラストが大きく描いてあった。黒く長い髪の、綺麗で強そうな女性だった。

「あの人、ですか？」

　レイが聞くと同時に車が少し動いて、別の看板の前で止まった。

　やはり精密に描かれたイラストで、茶色の短い髪の女性がスーツスカート姿で、おそらくは小学校の教壇に立っていた。こちらは知的な美女で、西部劇の女性と雰囲気はまったく違うが、顔の作りだけは一緒だった。

「そう。あの人であり、今見ている人だ」

「はあー。売れっ子さん、なんですねえ」

「この世界で、一番人気のある女優だ。知らない人などいない。他にも幾つもの映画に出ている。舞台にも頻ひん繁ぱんに立ってる」

「はあー」

　憧れの溜息しか出ないレイに、因幡は淡々と説明を続ける。

「子供の頃から演技を楽しみ、俳優に憧れ、やがて若くして夢を叶え、トップにまで上り詰めた人だ。しかし、もともと役にのめり込んでしまうクセがあった。さらに、プロになってから教わった演技法が、感情を剝き出しにして〝その人のフリをするのではなく、その人になりきる〟方法だったことが、それに拍車をかけてしまった。あまりにたくさんの仕事を同時にこなしているうちに、ある日突然戻ってこられなくなってしまった──、そうだ」

「なんと……」

　車は動き出した。渋滞区間を抜けたのか、よどみなく速度を上げる。

「だから、彼女を現実世界に引っ張り戻すために、演技を見せる。他人が演じる自分をな。台本は彼女が生まれてから、広い世界で育って、両親の離婚と再婚を経験して、小学校で優秀な先生に見込まれて演技に出会い、その後メキメキと実力をつけて、名女優になるまでの乱暴なダイジェストだ。それを何度でも見せる。〝目を覚ますためには、覚めるまで時計を鳴らす〟って作戦だ」

「演技に奪われた心を、他人の演技で取り戻させるわけですね！　素晴らしいです！　それ、考えたのはどなたなんですか？」

「既に出てきている」

「ああ、先生ですね！　名女優になった彼女を心配してくれたんですね……！」

「そうだ。脚本はその先生で、マネージャーや所属事務所、幾つもの映画会社、劇場が総出で協力してくれた。彼女をこの世界に連れ戻すために。一大作戦だな」

「素敵な話です！　そして、私がそこに加わるんですね！　やります！」

「お前が最後の一枚、つまり切り札になる。成功するかは未知数だ。この台本で彼女が戻ってくる保証はない。くるとしても、何回やればいいのかも分からない」

「死ぬまでやりますよ！　あるいは、向こうが本当に寝てしまうまでっ！」

「その意気込みだけは買おう」

　車は大きな橋を一つ渡り、外見からして豪華な劇場の前に到着した。そして、そのまま細い道を入り、地下の駐車場へと下りていった。










　レイが、楽屋の衝つい立たての向こうで、制服に着替えていたとき、

「ミスター・イナバ。よろしいですか？　レディが会いたいと言っています」

　壁際に立っていた因幡だけが呼ばれた。ドアを薄く開けて話しかけてきたのは黒服の男で、

「レイ、しばらく一人にして大丈夫か？」

「はい！　大丈夫です！　着替え終わったら部屋の中で待っていればいいですよね？　そこにある美味しそうなお菓子、食べてもいいですか？」

「全部どうぞ」

「やったっ！」

　因幡はドアを出た。黒服男に付いていくと、広い劇場の入口ホールに、巨漢のボディガードに囲まれた女優がいた。

　ゆっくりと目の前に立って、因幡が女優の灰色の瞳を見上げた。

　妖よう艶えんに微笑んだ彼女が、

「ありがとう、ミスター・イナバ。目が覚めました。あの優れた才能を持つ女の子にも、どうか、心からのお礼を伝えてください」

「伝えます。どういたしまして。俺達も、受けた仕事を完かん遂すいできて嬉しく思います」

　因幡が丁寧に言葉を返すと、女優は小さく首を傾げた。

「あなた達は別の世界から来たと、さっきマネージャーから聞いたのだけど、本当なのかしら？」

「本当ですよ」

「どうやって、それを信じればいいのかしら？」

「レイは、あなたと目が合っても急に高揚したり、逆に萎い縮しゅくしたり、突然サインを求めたりしなかったでしょう？　それが証拠になりませんか？」

「…………。参った」

　軽く肩をすくめた女優は、

「そう、あの子は〝レイ〟と言うの。〝光〟ね。素敵ね。なんてぴったりな名前なんでしょう」

　映画の看板の教師のような顔で言った。

　そしてすぐに、西部劇のような猛たけ々だけしい顔になり、因幡を睨んだ。

「あの子は素晴らしい。何度も何度も私を演じてくれた。本気で演じてくれた。いえ、なり切ってくれた。だから思い出せた。でも……、私のようになる危険性は？」

「ありません。まったく」

　因幡は即答した。

「どうして……。人間である以上、まったくないと言い切れるのはどうして？　もしそんな方法があるのなら、私は知りたいくらい」

「なるほど……。では、本人に絶対に言わないと約束してくれるのなら、それをお教えしましょう。いえ、大丈夫、あなたが絶対に言えないように、これを言ったらすぐに俺達は別の世界に去るので、全てをお教えしましょう。〝光〟ではない、レイという名前の由来も。でも、たぶん信じてくれないと思いますよ。俺が、ただの頭のおかしい人間に見えるかと思います」

「大丈夫。この業界に、頭がおかしくない人なんていないから」




　　　　＊　　＊　　＊




　事務所のソファーの上でコーヒーを飲みながら、

「へー。面白かったよ、ありがとうレイ。さすがじゃん！」

　社長はレイに笑顔と人差し指を向けた。

「えへへ。ありがとうございます」

　中身がちっとも減っていないカップを持ったまま、レイが照れ笑いを返した。

「入り込みすぎて戻ってこられなくなっちゃった人かあ……。恐いねえ。どこの世界でも一緒だねえ」

「まだ私……、そこまでの実力もないとは思っていますが……、心配した方がいいんでしょうか……？」

「えー？　いんや。レイは心配いらない。心配するのは別の方」

「と、言われますと？」

「コーヒー、冷めてない？」





おしまい　　　
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あとがき









　皆様こんにちは。初めましての方は初めまして。時し雨ぐ沢さわ恵けい一いちと申します。

　今回は、『レイの世界 ─Re:I─ 1 Another World Tour』（以下『レイの世界』）をお手にとって頂き、ありがとうございます。

　この作品は電子書籍で（各二話ずつ 1st Step から 3rd Step まで）先行発売されているので、その都度「あとがき」を書いたのですが、今回は単行本専用のあとがきとなりますので、同じことを書いていても許してください。だって重要な事柄なんですもの。

　なお、あとがきから読む人向けにネタバレ部分を×××××にしています！




　その重要な事柄とは──、

『レイの世界』が、イラストを元に生まれた話である、ということです。

　黒くろ星ぼし紅こう白はくさんが描かれた、ステージ衣装と制服姿のキャラクター画像がありまして（『黒星紅白画集 blanc』に収録されています！）、

編集さん「この絵を元に、何かお話を書いてみませんか？」

時雨沢　「（考えて考えて）この子が歌手や女優として、毎回別の×××××に行って仕事をしてくる話はどうでしょう？」

編集さん「ＳＯ・ＲＥ・ＤＡ！」

　という流れで生まれたのでした。

　私としても、イラストを元にシリーズを始めるのは初めてのこと。大変に面白く書かせていただきました。

　ちなみに、どうしてこんな素敵なキャラクターが使われずに浮いていたのかは、そのうち語られるかもしれません！




　というわけで、瓢ひょう箪たんから駒が出る的に始まったこのシリーズですが、アイデアが続く限りガンガン書いていきたいと思います。

　どんな×××××に行っても全力全開で頑張るレイに、ご期待ください。





２０２１年１月　時雨沢恵一　　






　追伸

　今回は一巻なので、あとがきを真面目に書くしかなかったっ！

　次の巻からは、もっと不真面目なあとがきを書きたいっ！


























初出

・第１話・第２話……２０２０年４月に電子書籍として配信された「レイの世界 ─Re:I─ Another World Tour 1st Step」（IIV）に加筆・修正。

・第３話・第４話……２０２０年７月に電子書籍として配信された「レイの世界 ─Re:I─ Another World Tour 2nd Step」（IIV）に加筆・修正。

・第５話・第６話……２０２１年１月に電子書籍「レイの世界 ─Re:I─ Another World Tour 3rd Step」（IIV）として配信し、本書籍に同時収録。
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